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『
大
乗
起
信
論
』
を
読
ん
で
感
じ
る
こ
と
の

一
っ
は
、
そ
の
文
体
が
も
つ
特

異
性
で
あ
る
。
特
異
と
い
う
の
は
誤
解
を
生
む
言
い
方
か
も
し
れ
な
い
。
．
よ
り

正
確
に
言
え
ば
、
『
起
信
論
』
を
漠
語
1
1
中
国
語
で
記
さ
れ
た
文
言
文
と
し
て

読
む
と
き
、
他
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
漢
語
文
を
読
む
の
と
は
異
な
る
、
あ
る

違
和
感
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
我
が
国
で
は
読
解
に
さ
い
し
て
笠
間
龍
跳
『
冠

註
大
乗
起
信
論
義
記
』
や
佐
伯
旭
雅
『
冠
導
増
補
大
乗
起
信
論
義
記
』
、
山
本

條
識
『
冠
導
傍
註
大
乗
起
信
論
義
記
』
な
ど
の
テ
キ
ス
ト
が
利
用
さ
れ
て
き
た

よ
う
だ
が
、
か
か
る
訓
点
付
き
の
和
刻
本
に
よ
っ
て
訓
読
し
、
漢
語
を
日
本
語

に
置
き
換
え
て
読
む
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
感
触
は
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。
本
稿
は
中
国
学
の
専
攻
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
修
辞
・
文
体
に
関
す

る
率
直
な
印
象
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
従
来
行
な
わ
れ
て
き
た
読
み
方
に
つ
い

て
私
見
の
幾
つ
か
を
提
示
し
、
体
相
用
概
念
を
め
ぐ
る
問
題
点
に
触
れ
る
と
と

も
に
、
さ
ら
に
『
起
信
論
』
の
撰
者
ー
ー
＇
私
は
イ
ソ
ド
撰
述
説
に
傾
く
ー
ー
＇
に

関
し
て
若
干
の
意
見
を
披
湮
し
て
み
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

r
大
乗
起
信
論
』
の
概
念
と
修
辞
と
撰
者

『
起
信
論
』
の
文
体
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
研
究
ら
し
い
研
究

五
五

が
な
い
。
乎
川
彰
、
高
崎
直
道
両
教
授
の
近
作
は
こ
の
点
に
つ
い
て
示
唆
を
与

え
て
く
れ
る
も
の
の
、
漢
語
表
現
か
ら
見
た
『
起
信
論
』
の
性
格
と
い
う
当
面

(
1
)
 

の
課
題
に
と
っ
て
は
十
分
納
得
し
う
る
も
の
と
は
言
え
な
い
。
そ
も
そ
も
『
起

信
論
』
に
限
ら
ず
、
漠
訳
仏
典
や
中
国
仏
教
論
書
を
漢
語
表
現
の
一
っ
と
し
て

見
る
視
点
自
体
が
き
わ
め
て
乏
し
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
研
究
は
近
年
、

主
に
語
学
史
研
究
者
に
よ
っ
て
着
手
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
研
究
の
蓄
積
が

な
い
だ
け
に
困
難
を
と
も
な
う
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
が
、
『
起
信
論
』
が
漢
語

に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
思
い
を
致
す
な
ら
ば
、
本
稿
の
よ
う
な
視

点
は
あ
る
程
度
の
有
効
性
を
も
ち
う
る
で
あ
ろ
う
。

『
起
信
論
』
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
大
正
新
修
大
蔵
経
本
（
第
三
二
巻）

を
底
本
と
し
た
。
検
討
の
対
象
は
い
わ
ゆ
る
真
諦
訳
で
あ
り
、
宇
井
伯
寿
校
訂

の
岩
波
文
庫
本
を
も
た
え
ず
参
照
し
た
。

ごい
わ
ゆ
る
実
叉
難
陀
訳
に
つ
い
て
も

適
宜
触
れ
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
訳
が
、
そ
の
出
自
は
ど
う
あ
れ
、

真
諦
訳
を
読
解
す
る
場
合
に
も
役
だ
っ
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
，
こ
れ
に
関

(
3
)
 

し
て
は
柏
木
弘
雄
教
授
の
校
訂
が
参
考
に
な
っ
た
。

吾

妻

『
大
乗
起
信
論
』
の
概
念
と
修
辞
と
撰
者
l
中
国
学
の
立
場
か
ら
1

重



す
が
故
に
。

ま
ず

r
起
信
論
」
の
教
理
概
念
の
特
色
を
か
た
ち
づ
く
る
三
大
、
す
な
わ
ち

体
相
用
概
念
を
め
ぐ
っ
て
検
討
し
よ
う
。

る。

か
の
立
義
分
の
記
述
は
こ
う
で
あ

・
所
言
法
者
、
謂
衆
生
心
。
是
心
則
摂
一
切
世
問
法
、
出
世
間
法
。
依
於
此

心
、
顕
示
摩
阿
行
義
。
何
以
故
。
是
心
真
如
相
、
即
示
摩
阿
術
体
故
、
是

、
、
、
、

心
生
滅
因
縁
相
、
能
示
底
阿
術
自
体
相
用
故
。
（
大
正
五
七
五
頁
下
、
宇
井
一

ニ
・
一
四
頁
）

言
う
所
の
法
と
は
、
衆
生
心
を
謂
う
。
是
の
心
は
則
ち
一
切
の
世
間
法
、

出
世
間
法
を
摂
す
れ
ば
、
此
の
心
に
依
り
て
、
底
阿
行
の
義
を
顕
示
す
。

何
を
以
て
の
故
に
。
是
の
心
の
真
如
の
相
は
、
即
ち
摩
阿
術
の
体
を
示
す

、
、、

、

が
故
に
。
是
の
心
の
生
滅
因
縁
の
相
は
、
能
＜
磨
詞
術
の
自
体
相
用
を
示

衆
生
心
（
一
心
）
、
心
真
如
門
と
心
生
滅
門
（
二
門
）
、
体
相
用
（
＿―
-
大
）
と
い
う

『
起
信
論
』
の
教
理
の
枠
組
み
を
示
し
た
周
知
の
一
節
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
問

題
に
な
る
の
は
「
自
体
相
用
」
の
句
の
読
み
方
で
あ
る
。
従
来
こ
の
句
は
し
ば

、
、

し
ば
法
蔵
の
『
義
記
』
に
従
っ
て
「
自
の
体
相
用
」
と
読
ま
れ
、
「
摩
詞
行
そ

(
4
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れ
自
身
の
体
・
相
・
用
」
の
意
味
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

「
自
」
が
名
詞
と
し
て
実
詞
化
し
、
し
か
も
そ
れ
が
体
・
相
・
用
の
そ
れ
ぞ
れ

を
修
飾
す
る
と
い
う
よ
う
な
語
法
は
漠
語
と
し
て
は
ほ
ぼ
絶
対
あ
り
え
な
い
Q

1

自
体
相
用

概

念

真
諦
の
訳
経
に
も
、
同
様
の
例
が
あ
る
。

住
家
者
は
常
に
他
の
為
に
し
、
出
家
者
は
常
に
自
の
為
に
す
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
よ
う
な
場
合
の
「
自
」
は
一
般
に
動
詞
を
後
に
と

も
な
う
か
ら
で
あ
る
。

楊
樹
達
の

r
詩
詮
』
は
こ
れ
を
代
名
詞
と
見
て
、
現
代

漢
語
で
い
う
「
自
己
」
に
相
当
す
る
と
い
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
楊
氏
も
挙

、、

げ
る
よ
う
に
、

r
左
伝
」
成
公
二
年
の
「
自
為
謀
」（
自
ら
謀
を
為
す
）、
『
孟
子
」

、
、

尽
心
篇
下
の

「自
殺
之
」
（
自
ら
之
を
殺
す
）
、

r
荘
子
』
人
間
世
篇
の
「
山
本
自

寇
也
、
膏
火
自
煎
也
」
(
5
)
 

用
法
が
通
例
で
あ
り
、

そ
れ
に
あ
た
る
。

（
山
本
は
自
ら
冦
し
、
膏
火
は
自
ら
煎
く
な
勺
）
＇
と
い
っ
た

、
、

『
荘
子
』
斉
物
論
篇
の
郭
象
注

「故
明
衆
形
之
自
物
、

「
自
物
」
は

而
後
始
可
与
言
造
物
耳
」
（
「
悪
識
所
以
不
然
」
注
）
の
場
合
で
も
、

「
自
ら
物
と
す
る
」
す
な
わ
ち
「
物
が
他
に
依
存
せ
ず
に
、
物
自
身
と
し
て
存

在
す
る
」
の
意
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
場
合
の
「
自
」
は
本
来
、
副
詞
的
に
は

(
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た
ら
く
語
で
あ
っ
て
、
我
が
国
の
訓
読
で
言
え
ば
「
み
ず
か
ら
」
と
い
う
訓
が

と
こ
ろ
が
、
事
情
を
複
雑
に
し
て
い
る
の
は
、
六
割
期
に
至
っ
て
主
に
漢
訳

仏
典
で
「
自
」
が
名
詞
と
し
て
独
立
化
す
る
と
い
う
現
象
が
見
出
さ
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
た
と
え
ば
次
の
例
が
そ
う
で
あ
る
。

・
為
自
為
他
、
修
正
治
国
。
（
曇
無
識
訳

r
合
部
金
光
明
経
』
巻
六
、
大
正
一
六

．

三
九
一
頁
上
）

自
の
為
に
他
の
為
に
、
正
し
き
を
修
め
て
国
を
治
む
。

・
住
家
者
常
為
他
、
出
家
者
常
為
自
。
（
僧
伽
婆
羅
訳

r
文
殊
師
利
問
経
』
巻
下
、

大
正一

四
・
五
0
五
頁
下
）

五
六



頁
下
）

．
願
彼
捨
離
外
邪
執
、
為
自
及
他
得
実
義
。
（
真
諦
訳

r
阿
毘
達
磨
倶
舎
釈
論
"
-

巻
二
二
、
大
正
二
九
・
三
一

0
頁
下
）

願
わ
く
は
彼
れ
外
の
邪
執
を
捨
離
し
、
自
及
び
他
の
為
に
実
義
を
得
ん
こ

と
を
。

隋
の
嘉
祥
大
師
吉
蔵
の
『
三
論
玄
義
』
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
漢
語
表
現
の
面

で
も
出
色
の
作
品
で
あ
る
が
、
次
の
例
は
、
こ
の
よ
う
な
漢
訳
仏
典
上
の
用
法

を
踏
襲
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

・
夫
論
自
者
、
謂
非
他
為
義
、
必
是
因
他
、
則
非
自
突
。
故
自
則
不
因
、
因

則
不
自
。
遂
言
因
而
復
自
、
則
義
成
梓
楯
。
（
r1
―
-
論
玄
義
』
、
大
正
四
五
・
-

お
も

夫
れ
自
を
論
ず
れ
ば
、
他
に
非
ざ
る
を
義
と
為
す
と
謂
う
も
、
必
ず
是
れ

他
に
因
れ
ば
、
則
ち
自
に
非
ず
。
故
に
自
な
ら
ば
則
ち
因
ら
ず
、
因
ら
ば

＊
 

則
ち
自
な
ら
ず
。
遂
に
因
り
て
而
も
復
た
自
な
り
と
言
わ
ば
、
則
ち
義
は

梓
楯
を
成
さ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
右
の
諸
例
で
は
明
ら
か
に
「
自
」
が
実
詞
化
し
、
自
身
と
か

自
的
存
在
と
い
っ
た
意
味
の
名
詞
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
ど

の
例
も
「
自
」
と
「
他
」
が
対
挙
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
裔
理
明
氏
も
言
う
よ
う
に
、
そ
れ
が
こ
の
時
期
に
お
け
る
通
例
で
あ

(
7
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っ
て
、
そ
こ
か
ら
「
自
他
」
と
い
う
熟
語
も
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し

「
自
の
体
相
用
」
と
い
う
読
み
方
は
、
そ
う
し
た
対
挙
例
で
は
な
い
。

こ
れ
に
関
連
し
て
想
起
さ
れ
る
の
は
、
玄
装
訳
『
成
唯
識
論
』

『
成
唯
識
論
』
に
は
「
自
内
我
」
（
自
の
内
我
）
、

『
大
乗
起
信
論
」
の
概
念
と
修
辞
と
撰
者

「
自
心
心
所
」

（
自
の
心
・
心

で
あ
る
。

れ
ば
済
む
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

五
七

「
自
体
」
な
る
熟
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
見

(
8
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所
）
と
い
っ
た
奇
妙
な
「
自
」
の
言
い
回
し
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
サ
ソ
ス
ク
リ
ッ
ト
の
原
文
を
忠
実
に
訳
そ
う
と
心
が
け
る
あ
ま
り
、
旧
来

の
漢
語
表
現
の
通
例
を
破
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
に
違
い
な
い
。
玄
芙
の
新
訳
経

『
起
信
論
』

の
当
該
箇
所
を

「
自
の
体
相
用
」
と
読
ん
だ
の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

か
り
に
そ
の
読
み
方
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
漢
語
と
し
て
あ
り
う
べ
か
ら
ざ
る

破
格
な
語
法
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、

リ
ッ
ト
か
ら
の
翻
訳
で
あ
る
が
た
め
に
か
か
る
結
果
を
き
た
し
た
と
い
う
想
定

も
可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
一
事
の
み
を
と
ら
え
て
撰
者
を
議
論
す
る
の
は
早
計
に
失
す

る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
い
ま
は
そ
こ
ま
で
穿
竪
す
る
必
要
も
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
．
と
い
う
の
も
、
こ
の
句
は
要
す
る
に
「
自
の
体
・
相

．．
 
用
」
で
は
な
く

「
自
体
・
相
・
用
」
と
読
み
、

こ
の
こ
と
を
裏
づ
け
る
の
が
日
「
自
体
」
の
語
が
六
朝
期
に
一
般
化
し
つ
つ

あ
っ
た
こ
と
、
口
従
来
も
そ
の
よ
う
に
読
む
『
起
信
論
』
解
釈
が
存
在
す
る
こ

と
、
国
『
起
信
論
』
そ
の
も
の
の
用
語
法
、
の
三
点
で
あ
る
Q

第
一
点
は
ご
く
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
見
え
て
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。

「
自
体
」
と
い
う
熟
語
も
「
自
」
が
名
詞
化
し
て
い
る
と
い
う
点
で
固
有
の
漢

語
で
は
な
く
、
も
と
も
と
仏
教
語
で
あ
っ
た
も
の
が
、
六
朝
期
に
漢
訳
語
と
し

て
定
着
し
始
め
た
も
の
ら
し
い
。
「
自
体
」
の
語
の
中
国
古
典
に
お
け
る
用
例

は
、
じ
つ
は
ほ
と
ん
ど
皆
無
で
あ
っ
て
、
『
侃
文
韻
府
』
に
も
な
く
、

・諸
橋
轍

『
起
信
論
』
は
サ
ソ
ス
ク

典
に
通
暁
し
て
い
た
法
蔵
で
あ
っ
て
み
れ
ば

••. 
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提
流
支
訳
『
入
拐
伽
経
』
で
は

s
v
a
b
h
a
v
a
(
自
性
）
な
い
し

b
h
a
v
a
,
 
s
v
a
b
h
a
v
a
 

（
物
の
自
性
）
の
訳
語
と
し
て
、

b
h
a
v
a
 (
自
己
存
在
）
の
訳
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

支
訳
『
大
薩
遮
尼
乾
子
所
説
経
』
（
大
正
九
・
三
四
五
頁
下
）
に
も
「
自
体
」
の
語

が
見
え
る
。
こ
の
語
は
「
自
性
」
「
自
相
」
と
い
っ
た
、
我
々
の
よ
く
知
る
漢

訳
仏
教
語
と
同
じ
由
来
と
歴
史
を
も
つ
も
の
に
違
い
な
い
。

第
二
点
に
つ
い
て
は
、
何
よ
り
も
元
暁
の
『
海
東
疏
』
が

「自
体
」
と
読
ん

(10) 

で
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
ほ
か
に
島
地
大
等
『
国
訳
大
乗
起
信
論
』
（
国

訳
太
蔵
経
、
国
民
文
庫
刊
行
会
）
も
そ
う
読
ん
で
お
り
、
近
年
の
高
崎
直
道
教
授

(11) 

に
よ
る
口
語
訳
も
同
じ
解
釈
を
と
っ
て
い
る
。

第
三
の
点
に
つ
い
て
は
、

用
い
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

、、

・
一
者
如
実
空
、
以
能
究
党
顕
実
故
。
二
者
如
実
不
空
、
以
有
自
体
、
具
足

無
涌
性
功
徳
故
Q

あ
る
。

（
大
正
五
七
六
頁
上
、
宇
井
一
八
頁
）

ほ
か
に
菩
提
流

ま
ず
『
起
信
論
』
が
「
自
体
」
の
語
を
し
ば
し
ば

は
っ
き
り
そ
う
読
め
る
の
は
次
の
四
例
で

一
に
は
如
実
空
、
能
＜
究
党
し
て
実
を
顕
わ
す
を
以
て
の
故
に
。
二
に
は

ま
た
真
諦
訳
『
中
辺
分
別
論
』

次
『
大
漢
和
辞
典
』
（
大
修
館
書
店
）
、

で
は

あ
る
い
は
『
漢
語
大
詞
典
』

a
t
m
a
 ,
 

語
大
詞
典
出
版
社
）
な
ど
の
大
型
辞
典
に
も
ま
っ
た
＜
挙
例
が
な
い
。
ま
た
『
文

選
』
や
『
文
心
離
龍
』
、
『
世
説
新
語
』
に
も
な
く
、
意
外
な
こ
と
に
『
弘
明

(
9
)
 

集
』
お
よ
び
『
出
三
蔵
記
集
』
の
序
巻
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
Q

と
こ

ろ
が
、
中
村
元
『
仏
教
語
大
辞
典
』
（
東
京
書
籍
）
に
よ
れ
ば
、
鳩
摩
羅
什
訳

『
中
論
』
に
は
「
自
体
」
の
語
が

a
t
m
a
n
(
自
我
）
の
訳
と
し
て
用
い
ら
れ
、
菩

（
上
海

・
漢

と
読
む
の
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

・
諸
仏
如
来
、
離
於
見
想
、
無
所
不
遍
、
心
真
実
故
、
即
是
諸
法
之
性
。
自

体
顕
照
一
切
妄
法
、
有
大
智
用
、
無
星
方
便
。
（
大
正
五
八
一
頁
中
、
宇
井
七

諸
仏
如
来
は
、
見
想
を
離
れ
た
れ
ば
、
遍
ね
か
ら
ざ
る
所
無
く
、
心
は
真

実
な
る
が
故
に
、
即
ち
是
れ
諸
法
の
性
な
り
。
自
体
顕
わ
れ
て
一
切
の
妄

法
を
照
ら
し
、
大
智
用
の
無
巌
の
方
便
有
り
。

第
一
例
と
第
二
例
の
場
合
は
と
も
に

「真
如
そ
れ
自
体
」
を
意
味
し
、
第
三
の

例
で
は
「
如
来
蔵
そ
れ
自
体
」
を
、

ま
た
第
四
の
例
で
は
「
諸
仏
如
来
の
心
そ

れ
自
体
」
を
意
味
し
て
い
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
『
起
信
論
』
は
、
我
々
が
今
日

普
通
に
い
う
自
体
な
る
語
と
ほ
ぽ
同
じ
意
味
で
こ
の
語
を
用
い
て
い
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
疑
義
が
残
る
次
の
二
例
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
「
自
体
」

二
頁
）

法
を
具
有
す
と
謂
え
り
。

上）
•
以
不
解
故
‘

解
せ
ざ
る
を
以
て
の
故
に
、
如
来
蔵
は
自
体
に
一
切
の
世
間
の
生
死
等
の

、、

謂
如
来
蔵
、
自
体
具
有

如
実
不
空
、
自
体
有
り
て
無
涌
の
性
功
徳
を
具
足
す
る
を
以
て
の
故
に
。

、、

•
明
真
如
法
身
、
自
体
不
空
、
具
足
無
蓋
性
功
徳
故
。

宇
井
五
八
頁
）

真
如
法
身
は
自
体
不
空
な
り
、
無
蓋
の
性
功
徳
を
具
足
す
る
が
故
に
、
と

明
か
す
。

一
切
世
間
、

五
八

生
死
等
法
。

（同

（
大
正
五
八

0
頁
上
、



、、

・
真
如
窯
習
、
義
有
二
種
。
云
何
為
二
。
一
者
自
体
相
黒
習
、
二
者
用
薫
習
。

、、
自
体
相
薫
習
者
、
従
無
始
世
来
、
具
無
漏
法
、
備
有
不
可
思
議
業
、
作
境

界
之
性
。
依
此
二
義
、
恒
常
薫
習
。
以
有
力
故
、
能
令
衆
生
、
厭
生
死
苦
、

是
衆
生
外
縁
之
力
。

楽
求
涅
槃
、
自
信
己
身
、
有
真
如
法
、
発
心
修
行
：
・
・
:
。
用
窯
習
者
、
即

（
大
正
五
七
八
頁
中
・
下
、
宇
井
四
二
•
四
四
頁
）

真
如
薫
習
に
は
、
義
に
二
種
有
り
。
云
何
が
二
と
為
す
。
一
は
自
体
相
薫

習
、
二
は
用
薫
習
な
り
。
自
体
の
相
の
薫
習
は
、
無
始
の
世
よ
り
来
の
か

た
無
漉
法
を
具
し
、
備
に
不
可
思
議
業
有
り
て
、
境
界
の
性
と
作
る
。
此

の
二
義
に
依
り
て
、
恒
常
に
薫
習
す
。
力
有
る
を
以
て
の
故
に
、
能
＜
衆

生
を
し
て
生
死
の
苦
を
厭
い
、
涅
槃
を
楽
求
し
、
自
ら
己
身
に
真
如
法
有

り
と
信
じ
て
、
発
心
修
行
せ
し
む
：
・
・
:
。
用
薫
習
は
、
即
ち
是
れ
衆
生
外

縁
の
力
な
り
。、、

・
復
次
真
如
自
体
相
者
、
一
切
凡
夫
、
声
聞
縁
覚
、
菩
薩
諸
仏
、
無
有
増
減
、

非
前
際
生
、
非
後
際
滅
、
畢
党
常
恒
。
従
本
已
来
、
性
自
満
足
、
一
切
功

徳
。
所
謂
自
体
、
有
大
智
慧
光
明
義
故
、
遍
照
法
界
義
故
：
．．．． 
0

(

大
正
五

七
九
頁
上
、
宇
井
四
八
頁
）

復
た
次
に
真
如
の
自
体
の
相
は
、

一
切
の
凡
夫
と
声
聞
縁
覚
と
菩
薩
諸
仏

と
に
も
、
増
減
有
る
無
く
、
前
際
に
生
ず
る
に
も
非
ず
、
後
際
に
滅
す
る

に
も
非
ず
、
畢
党
し
て
常
恒
な
り
。
本
よ
り
已
来
、
性
に
自
ら
一
切
の
功

徳
を
満
足
す
。
謂
う
所
は
自
体
に
大
智
慧
光
明
の
義
有
る
が
故
に
、
遍
照

法
界
の
義
あ
る
が
故
に
．
．
．
．
．
．
o

『
大
乗
起
信
論
』
の
概
念
と
修
辞
と
撰
者

前
の
例
の
「
自
体
相
窯
習
」
は
「
自
の
体
・
相
の
黒
習
」
で
は
な
く

「自

体
の
相
の
薫
習
」

す
る
は
た
ら
き
か
け
」

こ
の
一
節
に
お
い
て
は
体
・
相
お
よ
び
用
の
三
局
面
の
区
別
は
厳
密
で
は
な
く
、

「
自
体
相
黒
習
」
で
真
如
か
ら
発
す
る
内
黒
の
力
を
あ
ら
わ
し
、
「
用
黒
習
」

で
衆
生
に
外
部
か
ら
は
た
ら
き
か
け
る
外
縁
の
力
を
あ
ら
わ
す
と
い
う
、
二
元

亦
二
種
別
。

で
あ
ろ
う
。

五
九

、
、
、
、
、
、
、
、
、

高
崎
教
授
が
「
そ
の
自
体
が
も
つ
特
質
に
由
来

（
傍
点
筆
者
）
と
訳
し
て
い
る
の
は
適
訳
と
思
わ
れ
る
。

的
説
明
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
冒
頭
に
「
義
に
二
種
有
り
」
と
い
う
の
は

そ
の
こ
と
を
示
し
、
ま
た
『
起
信
論
』
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
こ
れ

、、

を
「
体
用
黒
習
」
と
総
括
し
て
い
る
。
実
叉
難
陀
訳
が
こ
こ
を
「
真
如
薫
義
、

一、

体
黒
。
二
、
用
黒
」
．
（
大
正
五
八
六
下
、
柏
木
三
0
四
頁
）
と
し

て
い
る
点
も
参
考
に
な
る
。
こ
こ
の
句
ほ
体
と
相
を
同
格
に
並
置
し
て
は
い
な

、。し
後
の
例
の
「
真
如
自
体
相
」
も
ま
た
「
真
如
の
自
体
の
相
」
と
読
む
べ
き
で

、
、
、
、
、

あ
る
。
「
真
如
自
体
の
あ
り
方
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
る
。
や
は
り
「
自

体
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
す
ぐ
後
に

「
自
体
に
大
智
慧
光
朋
の

義
有
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
証
拠
だ
て
ら
れ
る
。
真
如
自
体
の
あ
り
方
は
、

一
切
の
凡
夫
、
声
聞
縁
覚
、
菩
薩
諸
仏
を
通
じ
て

「増
減
」
が
な
い
と
い
う
の

で
あ
り
、
そ
れ
は
先
の
立
義
分
に
、
体
大
が
「
平
等
に
し
て
増
減
せ
ず
」
と
説

明
さ
れ
た
の
と
ぴ
っ
た
り
一
致
し
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
一
文
全
体
が
真
如
の

「
体
」
に
つ
い
て
の
説
明
な
の
で
あ
る
。
従
来
、
こ
こ
を
「
真
如
の
自
の
体
・

相
」
と
読
む
の
は
、
「
一
切
凡
夫
」
か
ら
「
畢
党
常
恒
」
ま
で
が
体
を
説
明
し
、

後
文
の
「
従
本
以
来
」
以
下
が
相
を
説
明
し
て
い
る
か
ら
、
文
頭
に
「
体
」
と

「
相
」
と
を
総
標
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
構
文
上
か
ら
考
え
て
も
9

そ
う
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「
自
」
の
語
を
省
い
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

る
の
か
、
と
い
う
点
も
容
易
に
説
明
が
つ
く
で
あ
ろ
う
。

に
お
い
て
摩
阿
術
（
大
乗
）
の

お
い
て
現
れ
る
の
も
、

気
を
強
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
自
体
」
は
「
体
」
の
強
調
表
現
で
あ
っ
て
、

さ
ほ
ど
教
義
内
容
を
左
右
す
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
実
叉
難
陀
訳

は
こ
こ
を

「
大
乗
体
相
用
」
（
「
大
乗
の
体
相
用
」
、
大
正
五
八
四
頁
中
、
柏
木
二
八
六

頁
）
と
記
し
て
、

ほ
か
な
ら
ぬ
摩
阿
術
そ
の
も
の
1
1
自
体
な
の
だ
、
と
語

「
自
体
」
と
「
体
」
が
『
起
信
論
』
で
さ
ほ
ど
区
別
な
く
用
い
ら
れ
る
場
合

が
あ
る
の
は
、
こ
の
こ
と
の
当
然
の
結
果
で
あ
る
。
た
と
え
ば
先
引
の
例
に
、

「
体
」
が
現
れ
る
の
で
あ
る
が
つ
ま
り
、

心
真
如
門

心
生
滅
門
に

(12) 

読
む
の
は
無
理
で
あ
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
こ
こ
で
い
う
「
相
」
は
体
相
用
と

い
う
組
概
念
の
そ
れ
で
は
な
く
、
た
ん
に
「
ー
の
あ
り
方
」
と
か
「

1
の
さ
ま
」

と
い
っ
た
、
仏
教
で
常
用
さ
れ
る
一
般
名
詞
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
じ
つ
は

「
相
」
は
一
―
―

こ
れ
と
同
じ
「
相
」
の
用
法
が

『
起
信
論
』

の
中
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
本
章

冒
頭
所
引
の
立
義
分
に
「
是
の
心
の
真
如
の
相
は
、
即
ち
摩
阿
術
の
体
を
示
す

が
故
に
」
と
あ
る
の
が
、
そ
の
良
い
例
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
前
句
は
「
こ
の

、
、
、

心
の
真
如
の
あ
り
方
」
と
い
う
意
味
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、

大
に
お
け
る
そ
れ
な
の
で
は
ま
っ
た
く
な
い
。
こ
れ
に
続
く
「
是
の
心
の
生
滅

因
縁
の
相
」
と
い
う
場
合
の
「
相
」
に
つ
い
て
も
、
も
ち
ろ
ん
同
様
で
あ
る
。

考
証
が
細
部
に
わ
た
っ
た
が
、
以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
立
義
分
の
当
該
箇

所
が
「
癖
詞
行
の
自
体
・
相
・
用
」
と
読
ま
れ
る
べ
き
こ
と
は
も
は
や
明
ら
か

で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、

こ
う
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
摩
阿
術
の
体
」
と
い
い
な
が
ら
、
こ
こ
で
「
摩
詞
行
の
自
体
」
と
い
っ
て
い

な
ぜ
す
ぐ
前
で

と
あ
っ
た
が
、
そ
の
少
し
後
に
は
こ
う
見
え
る
。

ヽ

・
若
如
来
蔵
、
体
有
妄
法
、
而
使
証
会
、

（
大
正
五
八
0
頁
上
、
宇
井
六
0
頁）

と

こ

し

ゃ

若
し
如
来
蔵
は
体
に
妄
法
有
り
と
し
て
、
而
も
証
会
し
て
永
え
に
妄
を
息

め
し
め
ん
と
せ
ば
、
則
ち
是
の
処
有
る
こ
と
無
き
が
故
な
り
。

右
の
二
例
に
お
い
て
一
方
は
自
体
と
い
い
、
一
方
は
体
と
い
っ
て
い
る
が
、
両

文
の
趣
旨
に
大
差
は
な
い
。
こ
の
場
合
は
文
章
を
四
字
句
に
揃
え
よ
う
と
す
る

修
辞
的
理
由
か
ら
、
か
か
る
表
現
に
な
っ
た
ま
で
で
あ
る
。
ま
た
、
次
の
例
も

見
ら
れ
た
い
。

、、

・
問
日
、
上
説
真
如
、
其
体
平
等
、
離
一
切
相
。
云
何
復
説
、
体
有
如
是
、

（
大
正
五
七
九
頁
上
、
宇
井
四
八
頁
）

種
種
功
徳
。

問
う
て
日
く
、
上
に
は
、
真
如
は
其
の
体
平
等
に
し
て
、

い

か

ん

る
と
説
け
り
。
云
何
が
復
た
、
体
に
是
の
如
き
の
種
種
の
功
徳
有
り
と
説

く
や
。

こ
の
場
合
、

の
も
、

、、

•
以
不
解
故
、
謂
如
来
蔵
、
自
体
具
有
、

八
0
頁
上
、
宇
井
五
八
頁
）

一
切
世
問
、
生
死
等
法
。
（
大
正
五

永
息
妄
者
、

「
其
体
」
の
語
は
、
句
の
修
辞
上
か
ら
は
自
体
と
、
ま
た
文
義
上

か
ら
は
体
と
、
言
い
換
え
て
も
差
支
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら

「
上
に

は
：
・
:
・
と
説
け
り
」
と
い
う
の
は
、
解
釈
門
の
は
じ
め
に
、
法
門
の
体
で
あ
る

心
真
如
が
「
一
切
の
境
界
の
相
」
を
も
た
ず
、
「
畢
覚
平
等
」
で
あ
る
と
説
い

て
い
た
の
を
指
す
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
す
ぐ
後
で
た
だ
「
体
」
と
い
っ
て
い
る

四
字
句
と
い
う
修
辞
上
の
リ
ズ
ム
を
整
え
る
た
め
に
す
ぎ
ま
い
。
要
す

六
〇

一
切
の
相
を
離

則
無
有
是
処
故
。



な
っ
て
い
る
こ
と
は
多
言
を
要
し
な
い
。

る
に
「
自
体
」
と
い
い
「
体
」
と
い
い
、
あ
る
い
は
「
其
体
」
と
い
い
、
実
質

的
内
容
に
大
差
は
な
い
。
「
自
」
の
語
は
、
そ
れ
ほ
ど
過
重
な
意
味
を
担
っ
て

こ
う
し
て
見
る
と
、
「
摩
阿
術
の
自
の
体
・
相
・
用
」
と
い
う
読
み
方
に
代
表

さ
れ
る
従
来
の
『
起
信
論
』
読
解
は
、
漢
字
一
字
一
字
に
教
理
学
上
の
意
味
を
担

わ
そ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
漠
語
特
有
の
語
法
や
構
文
、
リ
ズ
ム
を
な
い
が
し
ろ

に
す
る
傾
向
が
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
よ
う
な
通
弊
に
つ
い
て
は
、

主
に
禅
の
文
献
に
関
し
て
、
入
矢
義
高
教
授
が
し
ば
し
ば
警
告
さ
れ
た
と
お
り

(13) 

で
あ
る
が
、
似
た
こ
と
が
い
ま
の
場
合
に
も
当
て
は
ま
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

体
相
用
お
よ
び
体
用

こ
の
よ
う
に
、
『
起
信
論
』
に
お
い
て
体
相
用
が
組
概
念
を
な
す
場
合
、
体

、
、
、
、

は
本
質
、
そ
の
も
の
の
意
で
あ
り
、
時
に
強
調
し
て
自
体
と
も
言
い
換
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
相
は
認
識
に
よ
っ
て
把
握
し
う
る
様
相
で
あ
り
、
用
は
他
に
は
た

ら
ぎ
か
け
る
作
用
と
解
釈
で
き
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
こ
の
三
概
念
の
用
い
ら

れ
方
の
パ
タ
ー
ソ
を
確
認
し
た
の
ち
に
、
体
用
概
念
を
め
ぐ
る
問
題
点
に
つ
い

て
指
摘
を
行
な
い
た
い
。

ま
ず
、
体
相
用
並
挙
の
パ
タ
ー
ソ
に
つ
い
て
は
、
前
節
で
と
り
上
げ
た
用
例

に
ほ
ぽ
つ
き
る
。
こ
の
組
み
合
わ
せ
が
『
起
信
論
』
の
キ
ー
・
コ
ソ
七
プ
ト
に

第
二
に
体
と
相
の
対
挙
の
場
合
で
あ
る
が
、
こ
の
組
合
わ
せ
も
多
く
用
い
ら

れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

r
大
乗
起
信
論
』
の
概
念
と
修
辞
と
撰
者

2
 

は
い
な
い
の
で
あ
る
。

， 
• ノ‘

・
問
日
、
若
心
滅
者
、
云
何
相
続
。
若
相
続
者
、
云
何
説
究
党
滅
。
答
日
、

、

、

、

、

、

、

所
言
滅
者
、
唯
心
相
滅
、
非
心
体
滅
。
…
…
無
明
亦
爾
、
依
心
体
而
動
。

、、

若
心
体
滅
則
衆
生
断
絶
、
無
所
依
止
、
以
体
不
滅
、
心
得
相
続
。
唯
痴

滅
故
、
心
相
随
滅
、
非
心
智
滅
。

問
う
て
日
く
、
若
し
心
減
す
れ
ば
、
云
何
が
相
続
せ
ん
。
若
し
相
続
す
れ

ば
、
云
何
が
究
党
し
て
滅
す
と
説
く
。
答
え
て
日
く
、
言
う
所
の
滅
と
は
、

唯
だ
心
相
の
み
滅
す
、
心
体
の
減
す
る
に
は
非
ず
。
・
-
：
・
・
無
明
も
亦
た
爾

り
、
心
体
に
依
り
て
動
ず
。
若
し
心
体
滅
す
れ
ば
、
則
ち
衆
生
は
断
絶
し

て
、
依
止
す
る
所
無
か
ら
ん
。
体
、
滅
せ
ざ
る
を
以
て
、
心
は
相
続
す
る

を
得
。
唯
だ
痴
の
み
滅
す
る
が
故
に
、
心
相
は
随
い
て
滅
す
る
も
、
心
智

滅
す
る
に
は
非
ず
。

こ
こ
で
は
心
の
滅
と
相
続
の
問
題
が
、
心
体
ー
心
相
と
い
う
区
別
の
も
と
に
説

明
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
い
う
、

．
覚
体
相
者
、
有
四
種
大
義
、
与
虚
空
等
、
猶
如
浄
鏡
。
云
何
為
四
。
一
者

如
実
空
鏡
…
…
，
二
者
因
黒
習
鏡
、
謂
如
実
不
空
：
．
．．
．
。
三
者
法
出
離
鏡
、

四
者
縁
黒
習
鏡
o.

謂
不
空
法
：
．
．．
．o

覚
の
体
相
に
は
四
種
の
大
義
有
り
、
虚
空
と
等
し
く
し
て
、
猶
お
浄
鏡
の

如
し
。
云
何
が
四
と
為
す
。
一
は
如
実
空
鏡
な
り
：
・
・
:
。
二
は
因
黒
習
鏡

に
し
て
、
如
実
不
空
を
謂
う
…
・
:
。
-
―
ー
は
法
出
離
鏡
に
し
て
、
不
空
の
法

を
謂
う
：
．．
．．
。
四
は
縁
薫
習
鏡
な
り
。

こ
れ
は
本
覚
の
体
と
相
を
、

「
初
め
の
二
は
体
、

後
の
二
は
相
。

故
に
覚
の
体
相
と
云
う
な
り
」

（
大
正
四

四
つ
の
鏡
に
喩
え
た
も
の
で
あ
る
。

『
義
記
』
に

（
大
正
五
七
六
頁
下
、
宇
井
二
四
頁
）

（
大
正
五
七
八
頁
上
、
宇
井
三
六
頁
）



第
三
に
、

こ
と
は
、
そ
の
例
が
実
際
に
は
き
わ
め
て
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
明
瞭
な
対
挙

例
と
い
え
る
の
は
、
わ
ず
か
に
体
用
薫
習
に
関
す
る
次
の
一
箇
所
の
み
に
す
ぎ

な
い
。

て

明
か
す
。

頁）

『
起
信
論
』
に
は
体
用
対
挙
の
例
も
あ
る
。

し
か
し
注
目
す
べ
き

四
・
ニ
六
一
頁
上
）
と
い
う
の
に
よ
れ
ば
、
如
実
空
鏡
と
因
黒
習
鏡
が
体
に
、
法

(14) 

出
離
鏡
と
縁
黒
習
鏡
が
相
に
あ
た
る
。

さ
ら
に

r
起
信
論
』
冒
頭
の
い
わ
ゆ
る
序
分
の
侮
に
も
、

、、

・
及
彼
身
体
相
、
法
性
真
如
海
、

井
八
頁
）

で
は
な
い
け
れ
ど
も
、

無
嚢
功
徳
蔵
：
．．
．．
 

（
大
正
五
七
五
頁
中
、
宇

及
び
彼
の
身
の
体
相
、
法
性
真
如
の
海
と
、
無
産
な
る
功
徳
の
蔵
：
・
：
・

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
彼
の
身
の
体
相
」
に
お
け
る
体
が
「
法
性
真
如
の
海
」

に
、
ま
た
相
が
「
無
薙
な
る
功
徳
の
蔵
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
相
当
し
て
い
る
。

ほ
か
に
次
の
よ
う
な
用
例
も
あ
る
。

•

明
虚
空
相
、
是
其
妄
法
、
体
無
不
実
：
．
．
．
．o

（
大
正
五
八
0
頁
上
、
宇
井
五
六

虚
空
の
相
は
是
れ
其
れ
妄
法
に
し
て
、
体
は
無
に
し
て
実
な
ら
ず
…
…
と

こ
れ
は
如
来
の
法
身
を
虚
空
と
同
一
視
す
る
邪
執
を
破
し
た
も
の
で
、
虚
空
の

相
な
る
も
の
も
、
そ
の
体
は
非
存
在
で
あ
る
と
い
う
。
は
っ
き
り
し
た
対
挙
例

や
は
り
体
と
相
の
ペ
ア
を
念
頭
に
置
い
た
上
で
の
記
述

で
あ
ろ
う
。
前
章
に
引
い
た
「
其
体
平
等
、
離
一
切
相
」
（
其
の
体
は
平
等
に
し

一
切
の
相
を
離
る
）
の
体
と
相
も
、
同
様
の
例
と
見
ら
れ
る
。

・
此
体
用
薫
習
、
分
別
復
有
二
種
。
；
云
何
為
二
。
一
者
未
相
応
。
謂
凡
夫
二

乗
、
初
発
意
菩
薩
等
、
以
意
意
識
薫
習
、
依
信
力
故
、
而
能
修
行
、
未
得

無
分
別
心
与
体
相
応
故
、
未
得
自
在
業
修
行
与
用
相
応
故
。
二
者
已
相
応

…
…
。
（
大
正
五
七
八
頁
下
、
宇
井
四
六
頁
）

此
の
体
用
薫
習
は
、
分
別
す
る
に
復
た
二
種
有
り
。
云
何
が
二
と
為
す
。

一
は
未
相
応
な
り
。
謂
く
、
凡
夫
・
ニ
乗
•
初
発
意
の
菩
薩
等
は
、
意
・

意
識
の
蒸
習
を
以
て
、
信
の
力
に
依
る
が
故
に
、
而
も
能
く
修
行
す
る
も
、

未
だ
無
分
別
心
の
、
体
と
相
応
す
る
を
得
ざ
る
が
故
に
。
未
だ
自
在
業
の

修
行
の
、
用
と
相
応
す
る
を
得
ざ
る
が
故
に
。
二
は
已
相
応
な
り
・
ー
：
．
．
o

こ
こ
で
は
「
自
体
相
薫
習
」
と
「
用
薫
習
」
を
ま
ず
体
・
用
概
念
に
言
い
改
め

た
上
で
、
薫
習
の
進
展
を
合
説
し
て
い
る
。
未
相
応
す
な
わ
ち
真
如
と
結
合
し

て
い
な
い
段
階
で
は
、
「
体
」
（
法
身
）
と
相
応
す
る
よ
う
な
無
分
別
智
も
な
く
、

ま
た
「
用
」

ヽ

し
ょ

し

t

（
報
身
・
応
身
）
と
相
応
す
る
よ
う
な
自
在
な
は
た
ら
き
も
有
し
て

と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
体
と
用
は
は
っ
き
り
対
概
念
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
以
外
に
同
類
の
用
例
は
見
あ
た
ら
な
い
。

先
引
し
た
次
の
一
節
が
目
に
つ
く
程
度
で
あ
る
。

＼
 ＇̀ 

六

し
い
て
挙
げ
れ
ば
、

・
諸
仏
如
来
、
離
於
見
想
、
無
所
不
遍
、
心
真
実
故
。
即
是
諸
法
之
性
。
自

体
顕
照
一
切
妄
法
、
有
大
智
用
、
無
量
方
便
。
（
大
正
五
八
一
頁
中
、
宇
井
七

二
頁
）

し
か
し
、
こ
の
例
に
し
て
も
は
っ
き
り
し
た
体
用
対
挙
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な

思
考
が
背
後
に
あ
る
ら
し
い
と
い
う
こ
と
が
窺
え
る
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。



中
国
思
想
と
体
相
用
概
念

中
国
の
伝
統
思
弁
は
潜
在
的
に
体
用
思
想
で
あ
っ
た
と
島
田
教
授
が
い
う
の

は
、
卓
抜
な
論
で
あ
る
と
思
う
。
思
い
つ
く
ま
ま
に
挙
げ
て
も
、
本
と
末
、
内

3
 こ

こ
で
明
ら
か
な
こ
と
は
、

『
起
信
論
』
は
体
用
概
念
を
知
っ
て
は
い
た
が
、

決
し
て
基
軸
概
念
と
は
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

が
基
本
に
据
え
て
い
た
の
は
あ
く
ま
で
も
体
相
用
の
三
つ
の
組
概
念
で
あ
っ
て
、

そ
れ
が
時
に
「
体
と
相
」
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
現
わ
れ
、
ご
く
ま
れ
に

「体

と
用
」
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
現
わ
れ
た
、

と
言
う
べ
ぎ
な
の
で
あ
る
。
真
如

門
と
生
滅
門
、
あ
る
い
は
阿
梨
耶
識
に
お
け
る
覚
と
不
覚
な
ど
、
我
々
の
目
に

は
体
用
分
類
に
ふ
さ
わ
し
い
と
見
え
る
も
の
に
つ
い
て
も
、
『
起
信
論
』
は
ま

っ
た
く
こ
れ
を
適
用
し
て
い
な
い
こ
と
も
考
慮
に
加
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
体
用

『
起
信
論
』
は
常
に
言
及
さ
れ
る
文
献

概
念
の
歴
史
に
つ
い
て
論
じ
る
と
き
、

(15} 

で
あ
り
そ
れ
は
そ
れ
で
誤
り
と
は
言
え
な
い
が
、
事
実
が
右
の
ご
と
き
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
も
留
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
『
起
信
論
』
の
作
者
を
考
え
る
上
で
も
‘
―
つ
の
手
が
か
り
を

提
供
す
る
よ
う
に
私
に
は
思
わ
れ
る
。
体
用
思
想
で
あ
れ
ば
、
か
つ
て
島
田
虔

次
教
授
が
論
じ
た
よ
う
に
、
中
国
思
想
に
潜
在
的
に
存
在
し
て
い
た
と
見
る
こ

(16) 

と
が
可
能
で
あ
り
、
漢
語
表
現
と
し
て
も
さ
ほ
ど
違
和
感
を
覚
え
な
い
の
で
あ

る
が
、
体
相
用
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
話
が
違
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
，
体
相

用
と
い
う
よ
う
な
思
弁
範
疇
は
、
中
国
固
有
の
論
理
と
は
異
質
の
も
の
と
思
わ

れ
る
。

『
大
乗
起
信
論
』
の
概
念
と
修
辞
と
撰
者

『
起
信
論
』

(r
孟
子
』
尽
心
篇
下
、

c..... 
/', 

『
老
子
』
第
六
十
七
章
）
、

と
外
、
陰
と
陽
、
動
と
静
、
名
と
実
、
有
と
無
、
形
と
神
、
天
理
と
人
欲
、
道
と
器
、

形
而
上
と
形
而
下
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
対
の
思
考
に
も
と
づ
く
対
挙
例
が
古
典
の

中
に
あ
ま
た
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
範
疇
が
、
宋
代
道
学
す
な
わ

ち
朱
子
学
に
お
い
て
体
ー
用
概
念
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
‘
-
＝
概
念
並
挙
の
場
合
は
か
な
り
事
情
が
違
う
。
も
ち
ろ
ん

三
の
字
を
冠
す
る
熟
語
は
少
な
く
な
い
け
れ
ど
も
、

を
あ
ら
わ
す
「
三
オ
」
（
『
易
』
繋
辞
伝
）
、

を
あ
ら
わ
す
「
三
宝
」

こ、、",

う

し
か
し
そ
れ
ら
は
天
地
人

土
地
・
人
民
・
政
事
な
い
し
慈
倹
後

智
仁
勇

を
あ
ら
わ
す
「
三
達
徳
」
（
『
礼
記
』
中
庸
篇
）
な
ど
の
古
代
文
献
の
例
が
示
す
よ

お
お
む
ね
並
列
的
な
実
体
や
特
性
を
あ
ら
わ
す
に
と
ど
ま
る
。
最
も
哲

学
的
思
弁
に
富
む
と
言
わ
れ
る
道
家
系
文
献
を
見
渡
し
て
み
て
も
、
『
老
子
』

第
十
四
章
に
い
う
夷
希
微
に
せ
よ
、
『
淮
南
子
』
原
道
訓
に
い
う
形
気
神
に
せ

よ
、
あ
る
い
は
道
教
経
典
『
太
平
経
』
に
い
う
精
神
気
に
せ
よ
、
事
物
の
特
徴

を
三
つ
に
配
列
並
置
し
た
と
言
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
『
起
信
論
』
の
体
相
用
の

よ
う
に
、
た
だ
―
つ
の
本
体
を
抽
象
論
理
に
よ
っ
て
三
層
の
ア
ス
ペ
ク
ト
に
分

か
つ
と
い
う
構
造
を
も
っ
て
い
な
い
Q

一
を
生
じ
、

一
、
二
を
生

こ
の
ほ
か
『
老
子
』
第
四
十
二
章
に
い
う
「
道
、

じ、
一
三
、
万
物
を
生
ず
」
と
い
う
、
そ
の
「
三
」
も
ま
た
、
陰
気
と
陽
気
と
陰

陽
和
合
の
気
と
い
う
一――つの
物
質
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
『
荘
子
』
斉
物
論
篇

に
は
ま
た
、
万
有
を
包
摂
す
る
「
一
」
が
「
一
」
と
し
て
対
象
化
さ
れ
る
結
果
、

も
と
の
「
一
」
と
あ
わ
せ
て
「
二
」
と
な
り
、
同
時
に
「
一

」
と
い
う
概
念
が

言
葉
と
し
て
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
三
」
と
な
る
、
と
い
う
興
味
深
い



と
こ
ろ
で
、
中
国
固
有
の
思
弁
に
関
し
て
は
上
記
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
と
し

後
章
で
論
じ
る
よ
う
に
、
そ
の
可
能
性
は
高
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

い
蓋
然
性
を
も
っ
て
成
り
立
つ
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
撰
者
を
イ
ン
ド
的
思

識
論
が
見
え
る
け
れ
ど
も
、
『
荘
子
』
の
主
旨
は
、
「
此
よ
り
以
往
は
、
巧
歴

認
も
得
る
能
わ
ず
」
と
い
う
よ
う
に
、
存
在
の
無
限
分
節
化
を
説
く
こ
と
に
あ

(17) 

っ
て
、
「
三
」
そ
の
も
の
に
主
眼
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
『
抱
朴
子
』
地
真
篇

に
い
う
「
三
一
」
も
、
身
体
の
三
丹
田
に
備
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
い
し
神
々
の

謂
で
あ
っ
て
、
実
体
的
も
し
く
は
具
象
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
見
る
と
、

『
起
信
論
』
の
体
相
用
な
る
用
語
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

そ
の
よ
う
な
組
概
念
設
定
の
視
点
自
体
が
、
中
国
的
な
思
弁
形
態
か
ら
逸
脱
し

て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
れ
を
中
国
の
思
想
風
土

か
ら
直
接
生
ま
れ
た
も
の
と
見
る
の
は
困
難
な
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
竹
村
教
授
と
柏
木
教
授
が
『
榜
伽
経
』
や
『
宝
性
論
』
、

『
成
唯
識
論
』
な
ど
に
同
類
の
組
概
念
も
し
く
は
表
現
形
式
が
存
在
す
る
こ
と

を
指
摘
し
、
さ
ら
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
原
語
ま
で
比
定
し
う
る
と
し
て
い
る

(18) 

の
は
、
注
目
に
値
す
る
。
そ
の
論
点
を
詳
し
く
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

上
の
考
察
を
含
め
て
言
う
な
ら
ば
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
体
相
用
概
念
な
る
も
の

は
イ
ソ
ド
思
想
の
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
る
の
が
最
も
妥
当
で
あ
っ
て
、
純
粋

に
イ
ソ
ド
起
源
の
思
弁
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
撰
者

に
つ
い
て
言
え
ば
、
『
起
信
論
』
を
著
わ
し
た
の
は
イ
ソ
ド
的
思
考
類
型
の
持

ち
主
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
ま
た
中
国
人
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
想
定
が
、
高

考
を
身
に
つ
け
た
中
国
人
学
僧
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
が
、

し
か
し

な
く
、

目
」
と
そ
れ
ぞ
れ
表
現
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
中
国
固
有
の
発
想
で
は

て
、
六
朝
期
に
な
る
と
、
道
教
の
分
野
に
興
味
深
い
事
例
が
見
出
さ
れ
る
の
で
、

こ
の
機
会
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
道
教
教
理
に
い
う
精
神
気
の
三
一
思
想
が
、

『
起
信
論
』
の
体
相
用
概
念
に
似
た
か
た
ち
で
説
か
れ
る
例
が
そ
れ
で
あ
っ
て
、

(19) 

南
朝
梁
の
道
士
・
滅
玄
静
（
字
は
宗
道
）
に
次
の
よ
う
な
語
が
あ
る
。

．
戚
日
、
夫
言
夷
希
微
者
、
謂
精
神
気
也
。
精
者
、
霊
智
之
名
，、
神
者
、
不

測
之
用
、
気
者
、
形
相
之
目
。
総
此
三
法
、
為
一
聖
人
。
…
…
所
謂
三
一

者
也
。
（
成
玄
英
『
老
子
疏
』
第
十
四
章
引
）

威
曰
く
、
夫
れ
夷
希
微
と
言
う
は
、
精
神
気
を
謂
う
な
り
。
精
と
は
霊
智

の
名
、
神
と
は
不
測
の
用
、
気
と
は
形
相
の
目
な
り
。
此
の
三
法
を
総
ぶ

る
を
一
聖
人
と
為
す
。
…
…
所
謂
る
―
―
―
―
な
る
者
な
り
。

(20) 

夷
希
微
の
一
＝
概
念
は
右
に
触
れ
た
『
老
子
』
第
十
四
章
に
よ
る
も
の
で
、
道
の

無
色
、
無
声
、
無
形
な
る
性
格
を
そ
れ
ぞ
れ
あ
ら
わ
す
。
威
玄
静
は
こ
れ
ら
を

道
教
史
上
お
そ
ら
く
最
も
早
く
精
神
気
に
配
当
す
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
注
意

「
不
測
の
用
」
、
・

「
形
相
の

『
起
信
論
』
の
体
相
用
概
念
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
こ
で
は
「
用
」
「
相
」
の
語
は
あ
る
が
「
体
」
に
あ
た
る
語
は
な
く
、
代
わ

り
に
霊
智
な
る
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
真
如
の
体
が
仏
の
根
本
無

分
別
智
に
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
と
は
『
起
信
論
』
の
教
理
の
基
本
了
解
で
あ
り
、

「
真
如
根
本
智
」
（
大
正
五
七
七
頁
下
）
、
「
真
如
智
」
（
大
正
五
八
一
頁
上
）
な
ど
の

用
語
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
『
起
信
論
』
に
お
い
て
真
如
の
本
質
は
常
に
智

と
結
び
つ
け
て
説
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
戚
玄
静
の
次
の
語
も
参
照
さ
れ
た
い
。

さ
れ
る
の
は
、
精
神
気
の
三
つ
を
「
霊
智
の
名
」
、

六
四



『
大
乗
起
信
論
』
の
概
念
と
修
辞
と
撰
者

に
」
な
ど
の
『
起
信
論
』
の
用
語
例
を
連
想
さ
せ
る
の
で
あ
る
Q

る」、

二
神
、
三
気
也
。

戚
宗
道
又
用
三

一
為
聖
人
応
身
。
所
言
三
一
者
、

精
者
、
霊
智
惹
照
之
心
。
神
者
、
無
方
不
測
之
用
。
気
者
、
色
象
形
相
之

法
。
（
成
玄
英

r
老
子
開
題
序
訣
義
疏
』
引
）

も
っ

戚
宗
道
、
又
た
三
一
を
用
て
聖
人
の
応
身
と
為
す
。
言
う
所
の

三
一
と
は、

一
は
精
、
二
は
神
、
三
は
気
な
り
。
精
と
は
霊
智
慧
照
の
心
、
神
と
は
無

方
不
測
の
用
、
気
と
は
色
象
形
相
の
法
な
り
。

こ
れ

は
前
の
引
用
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
精
神
気
の
三
つ
の
体
現
者

を
「
応
身
」
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
、
霊
智
慧
照
の
心
と
い
っ
た
表
現
を
用
い

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
仏
教
思
想
ー
ー
ー
お
そ
ら
く
は
『
起
信
論
』
—
|
＇
の

影
響
下
に
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

継
承
し
つ
つ

、

こ
の
推
定
は
、
初
唐
の
道
士
・
孟
安
排
が
著
わ
し
た
『
道
教
義
枢
』
の
記
述

に
よ
っ
て
、
よ
り
強
め
ら
れ
よ
う
。
『
道
教
義
枢
』
は
威
玄
静
の
三
一
思
想
を

「
精
は
、
虚
妙
智
照
を
功
と
為
す
。
神
は
、
無
方
絶
累
を
用
と

為
す
。
気
は
、
方
所
形
相
の
法
な
り
」
と
分
類
し
た
上
で
、
さ
ら
に
第
一
概
念

、

、

、

、

、

ヽ

ヽ

(21)

た
る
精
に
つ
い
て
「
精
の
智
は
円
照
し
て
、
平
等
無
偏
な
り
」
と
い
っ
て
い
る
。

、、

こ
れ
は
、
す
で
に
と
り
上
げ
た
「
其
の
体
は
平
等
に
し
て
、
一
切
の
相
を
離

、

、

、

、

「
自
体
に
大
智
慧
光
明
の
義
有
る
が
故
に
、
遍
照
法
界
の
義
あ
る
が
故

さ
て
、
こ
こ
で
威
玄
静
に
つ
い
て
言
及
し
た
の
は
、
第
一
に
、

と
中
国
固
有
の
思
想
と
の
か
か
わ
り
を
調
べ
る
中
で
、
道
教
思
想
に
お
け
る
関

連
事
例
が
見
出
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
第
二
に
、
右
の
判
断
に
大
過
な

い
と
す
れ
ば
、
こ
の
事
例
は
『
起
信
論
』
の
影
響
を
物
語
る
最
早
期
の
例
を
新

一
精
、

『
起
信
論
』

修

の
で
あ
る
。
ま
た
第
三
に
、

辞

六
五

論
』
は
そ
の
訳
出
後
す
ぐ
さ
ま
影
響
力
を
発
揮
し
た
こ
と
に
な
る
。
梁
は
五
五

七
年
に
滅
ぶ
か
ら
、
五
五

0
年
な
い
し
五
五
四
年
か
ら
五
五
七
年
ま
で
の
わ
ず

か
数
年
間
に
、
し
か
も
道
教
の
領
域
に
ま
で
、
そ
の
波
紋
を
広
げ
つ
つ
あ
っ
た

『
起
信
論
』
の
流
伝
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
中

滋
)

国
北
方
へ
の
伝
播
が
主
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
よ
う
だ
力
威
玄
静
の
例
は
南
方

に
お
い
て
も
た
だ
ち
に
反
響
が
現
わ
れ
た
事
例
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
Q

『
起
信
論
』
は
因
縁
分
、
立
義
分
、
解
釈
分
、
修
行
信
心
分
、
勧
修
利
益
分

と
い
う
、
明
確
な
構
成
組
織
を
も
つ
ほ
か
、
一
心
・
ニ
門
・
三
大
を
は
じ
め
と

す
る
概
念
設
定
が
縦
横
か
つ
緊
密
に
駆
使
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
水
も
濡

ら
さ
ぬ
理
論
構
想
は
、

じ
つ
は
中
国
の
伝
統
的
な
文
章
作
品
に
は
、
少
な
く
と

も
『
起
信
論
』
が
出
現
し
た
六
朝
時
代
ま
で
の
論
著
に
は
、
ほ
と
ん
ど
ま
っ
た

く
見
あ
た
ら
な
い
。
し
い
て
例
を
捜
せ
ば
、
梁
の
劉
鋸
（
四
六
六
ー
五
二

0
)
に

よ
る
文
学
理
論
書
『
文
心
難
龍
』
ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う
が
、
『
文
心
誰
龍
』
に
は

む
し
ろ
仏
典
の
論
述
方
式
か
ら
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

構
想
理
論
上
か
ら
、
『
起
信
論
』
は
中
国
人
の
手
に
な
っ
た
も
の
と
は
考
え
に

く
い
と
い
う
予
想
を
立
て
る
こ
と
も
可
能
な
の
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
い
ま

を
訳
出
し
た
の
が

『
歴
代
三
宝
記
』
に
い
う
梁
の
太
清
四
年
（
五
五
0
)

(23) 

い
は
陳
寅
格
の
い
う
梁
の
承
聖
三
年
（
五
五
四
）
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、

玄
派
の
道
士
と
い
う
以
外
、

た
に
つ
け
加
え
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

『
起
信
あ
る

威
玄
静
に
つ
い
て
は
梁
代
の
重

(
2
2
)
 

詳
細
は
不
明
だ
け
れ
ど
も
真
諦
が
『
起
信
論
』



論
じ
る
余
裕
が
な
い
。

こ
こ
で
論
じ
た
い
の
は
、
『
起
信
論
』
の
修
辞
な
い
し
文
体
の
問
題
で
あ
る
。

本
稿
の
は
じ
め
に
文
体
の
「
特
異
性
」
と
言
っ
た
よ
う
に
、
『
起
信
論
』
は
六

朝
期
の
中
国
人
が
書
い
た
文
章
と
い
う
に
は
、
あ
ま
り
に
も
装
飾
性
に
乏
し
い
。

こ
の
時
代
は
駐
僅
体
と
か
四
六
文
と
呼
ば
れ
る
対
偶
的
美
文
の
最
盛
期
で
あ
っ

て
、
い
や
し
く
も
教
養
人
で
あ
る
限
り
、
形
式
上
の
表
現
技
巧
に
こ
ぞ
っ
て
意

を
用
い
た
こ
と
は
改
め
て
こ
と
わ
る
ま
で
も
な
い
。
『
起
信
論
』
が
四
字
句
を

基
調
に
し
て
い
る
の
は
時
代
流
行
の
一
反
映
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
全

体
と
し
て
均
整
の
と
れ
た
文
辞
と
は
見
な
し
が
た
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

『
起
信
論
』
の
撰
者
に
関
し
て
重
要
な
ヒ
ソ
ト
を
与
え
て
く
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

い
っ
た
い
、
貴
族
的
文
人
は
と
も
か
く
と
し
て
、
仏
教
に
帰
依
し
た
中
国
知
識

手
始
め
に
、
劉
鋸
の
『
文
心
誰
龍
』
を
見
て
み
ょ
う
。
『
文
心
離
龍
』
を
と

り
上
げ
る
の
は
、
劉
鋸
が
僧
祐
の
弟
子
と
し
て
『
出
三
蔵
記
集
』
執
筆
に
参
与

し
、
ま
た
晩
年
に
は
出
家
す
る
に
至
る
と
い
う
敬
虔
な
仏
教
者
だ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
彼
が
『
起
信
論
』
の
出
現
す
る
直
前
の
人
物
で
あ
る
こ
と
は
当
然
考
慮

に
入
れ
て
あ
る
。
『
文
心
離
龍
』
巻
頭
の
原
道
篇
は
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。

・
文
之
為
徳
也
、
大
突
。
与
天
地
並
生
者
、
何
哉
。
夫
玄
黄
色
雑
、
方
円
体

分
。
日
月
畳
璧
、
以
垂
麗
天
之
象
、
山
川
換
綺
、
以
鋪
理
地
之
形
。
此
蓋

道
之
文
也
。
仰
観
吐
曜
、
俯
察
含
章
、
高
卑
定
位
、
故
両
儀
既
生
突
。
惟

さ
て

を
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

人
な
い
し
学
僧
た
ち
は
当
時
、
ど
の
よ
う
な
修
辞
・
文
体
に
よ
っ
て
抽
象
理
論

人
参
之
、
性
霊
所
鍾
、
是
謂
―
ニ
オ
。
為
五
行
之
秀
、
実
天
地
之
心
。
心
生

而
言
立
、
言
立
而
文
朋
、
自
然
之
道
也
。

文
の
徳
た
る
や
、
大
な
り
。
天
地
と
並
び
生
ず
る
は
、
何
ぞ
や
。
夫
れ
玄

黄
は
色
雑
わ
り
、
方
円
は
体
分
か
る
。
日
月
は
畳
璧
の
ご
と
く
に
し
て
、

以
て
麗
天
の
象
を
垂
れ
、
山
川
は
換
綺
の
ご
と
く
に
し
て
、
以
て
理
地
の

形
を
鋪
く
。
此
れ
蓋
し
道
の
文
也
。
仰
ぎ
て
は
吐
曜
を
観
、
俯
し
て
は
含

章
を
察
し
、
高
卑
位
を
定
む
、
故
に
両
儀
既
に
生
ず
。
惟
だ
人
の
み
之
に

ま

じ

あ

っ

参
わ
り
、
性
霊
の
鍾
ま
る
所
な
れ
ば
、
是
を
三
オ
と
謂
う
。
五
行
の
秀
た

り
て
、
実
に
天
地
の
心
な
り
。
心
生
じ
て
言
立
ち
、
言
立
ち
て
文
明
ら
か

な
る
は
、
自
然
の
道
な
り
。

こ
こ
で
何
よ
り
も
我
々
の
目
を
奪
う
の
は
、
対
偶
表
現
の
繁
用
で
あ
る
。
玄
ー

黄
、
方
ー
円
、
日
ー
月
、
山
ー
川
、
高
ー
卑
な
ど
の
当
旬
対
、
玄
黄
色
雑
ー
方

円
体
分
、
仰
観
吐
曜
ー
俯
察
含
章
、
心
生
而
言
立
ー
言
立
而
文
明
な
ど
の
双
句

対
、
あ
る
い
は
「
日
月
畳
璧
、
以
垂
麗
天
之
象
」
ー
「
山
川
換
綺
、
以
鋪
理
地

之
形
」
と
い
っ
た
隔
句
対
が
ち
り
ば
め
ら
れ
、
バ
ラ
ソ
ス
の
と
れ
た
文
体
を
構

(26) 

成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
文
学
に
関
す
る
理
論
書
と
い
う
本
書
の

性
格
は
当
然
考
慮
す
べ
き
で
あ
り
、
典
故
が
頻
用
さ
れ
て
い
る
の
も
そ
の
た
め
、、

で
あ
ろ
う
が
、
「
原
道
」
す
な
わ
ち
「
道
に
つ
い
て
の
考
察
」
と
題
す
る
原
理

的
論
著
に
、
こ
の
よ
う
な
表
現
形
式
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
も
仏
教

に
造
詣
の
深
い
人
物
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
注
意
を
要
す
る
。

で
は
、
中
国
仏
教
史
に
屹
立
す
る
巨
匠
た
ち
の
場
合
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
次

に
挙
げ
る
の
は
東
晋
の
例
で
あ
っ
て
、
前
者
は
腰
山
教
団
の
指
導
者
、
慧
遠

六
六



（
三
三
四
ー
四
一
六
）
に
よ
る
「
沙
門
不
敬
王
者
論
」
の
一
節
、
後
者
は
鳩
摩
羅

什
の
高
弟
、
僧
肇
（
三
八
四
ー
四
一
四
）
に
よ
る
『
蓋
論
』
の
「
般
若
無
知
論
」

の
一
節
で
あ
る
。

・
是
故
反
本
求
宗
者
、
不
以
生
累
其
神
。
超
落
塵
封
者
、
不
以
情
累
其
生
。

不
以
情
累
其
生
、
則
生
可
滅
。
不
以
生
累
其
神
、
則
神
可
冥
゜
冥
神
絶
境
、

故
謂
之
泥
涯
。
泥
涯
之
名
、
登
虚
措
也
。
（
『
弘
明
集
』
巻
五
、
大
正
五
ニ
・

三
0
頁
下
）

か
え

是
の
故
に
本
に
反
り
て
宗
を
求
む
る
者
は
、
生
を
以
て
其
の
神
を
累
わ
さ

ず
。
塵
封
を
超
落
す
る
者
は
、
情
を
以
て
其
の
生
を
累
わ
さ
ず
。
情
を
以

て
其
の
生
を
累
わ
さ
れ
ば
、
則
ち
生
は
減
す
べ
し
。
生
を
以
て
其
の
神
を

累
わ
さ
ざ
れ
ば
、
則
ち
神
は
冥
す
べ
し
。
神
を
絶
境
に
冥
す
、
故
に
之
を

泥
涯
と
謂
う
。
泥
涯
の
名
は
、
登
に
虚
播
な
ら
ん
や
。

・
放
光
云
、
般
若
無
所
有
相
、
無
生
滅
相
。
道
行
云
、
般
若
無
所
知
、
無
所

見
。
…
…
是
以
聖
人
、
虚
其
心
而
実
其
照
、
終
日
知
而
未
嘗
知
也
。
故
能

黙
耀
諮
光
、
虚
心
玄
鑑
、
閉
智
塞
聡
、
而
独
覚
冥
冥
者
突
。
然
則
智
有
窮

王
於
世
表
。

幽
之
鑑
、
而
無
知
焉
。
神
有
応
会
之
用
、
而
無
慮
焉
。
神
無
慮
、
故
能
独

智
無
知
、
故
能
玄
照
於
事
外
。
（
『
蓋
論
』
、
大
正
四
五
・
一
五

三
頁
上
）

放
光
に
云
く
、
般
若
は
相
有
る
所
無
く
、
生
滅
の
相
無
し
と
。
道
行
に
云

く
、
般
若
は
知
る
所
無
く
、
見
る
所
無
し
と
。
：
．．．
．
 
是
を
以
て
聖
人
は
、

其
の
心
を
虚
に
し
て
其
の
照
を
実
に
し
、
終
日
知
る
も
未
だ
嘗
て
知
ら
ざ

る
な
り
。
故
に
能
＜
黙
耀
鞘
光
し
、
虚
心
玄
鑑
し
て
、
智
を
閉
ぎ
聡
を
塞

『
大
乗
起
信
論
』
の
概
念
と
修
辞
と
撰
者

大
正
四
六
•
四
頁
上
）

六
七

ぎ
て
独
り
冥
冥
な
る
者
を
覚
る
。
然
ら
ば
則
ち
智
に
は
窮
臨
の
鑑
有
る
も
、

知
る
こ
と
無
し
。
神
に
は
応
会
の
用
有
る
も
、
慮
る
こ
と
無
し
。
神
に
慮

る
こ
と
無
し
、
故
に
能
く
独
り
世
表
に
王
た
り
。
智
に
知
る
こ
と
無
し
、

故
に
能
く
事
外
に
玄
照
す
。

慧
遠
の
も
の
は
泥
涯
す
な
わ
ち
悟
り
に
つ
い
て
の
論
、
僧
肇
の
も
の
ほ
般
若
に

つ
い
て
の
論
で
あ
る
。
慧
遠
は
隔
句
対
を
続
け
ざ
ま
に
用
い
た
あ
と
、
結
び
を

泥
浬
に
関
す
る
句
で
し
め
く
く
っ
て
お
り
、
僧
肇
は
仏
典
の
引
用
の
の
ち
に
、

虚
其
心
而
実
其
照
ー
終
日
知
而
未
常
知
、
黙
耀
餡
光
ー
虚
心
玄
鑑
、
閉
智
ー
塞

聡
、
「
智
有
窮
幽
之
鑑
、
而
無
知
焉
」
ー
「
神
有
応
会
之
用
、
而
無
慮
焉
」
、

「
神
無
慮
、
故
能
独
王
於
世
表
」
ー
「
智
無
知
故
、
能
玄
照
於
事
外
」
と
い
っ

た
対
偶
に
よ
っ
て
論
を
展
開
し
て
い
る
。

対
偶
に
よ
っ
て
リ
ズ
ム
を
整
え
る
こ
う
し
た
修
辞
傾
向
は
、
イ
ソ
ド
仏
教
を

よ
り
正
し
く
理
解
す
る
に
至
っ
た
隋
の
時
代
に
お
い
て
も
、
基
本
的
に
変
わ
る

こ
と
が
な
い
。
隋
の
天
台
大
師
智
顕
（
五
三
八
ー
五
九
七
）
の
主
著
『
摩
詞
止
観
』

の
文
章
は
、
た
と
え
ば
こ
う
で
あ
る
。

．
云
何
発
大
心
。
衆
生
昏
倒
、
不
自
覚
知
、
勧
令
醒
悟
、
上
求
下
化
。
云
何

行
大
行
：
．
．．
．
。
云
何
感
大
果
：．
．．．
。
云
何
裂
大
網
。
種
種
経
論
、
開
人
眼

目
、
而
執
此
疑
彼
、
是
一
非
諸
、
聞
雪
謂
冷
、
乃
至
聞
鶴
謂
動
。
今
融
通

無
凝
自
在
。

(
r
摩
詞
止
観
」
巻
一
上
、

経
論
、
解
結
出
籠
゜
云
何
帰
大
処
。
法
無
始
終
、
法
無
通
塞
。
若
知
法
界
、

法
界
無
始
終
無
通
塞
、
裕
然
大
朗
、

云
何
が
大
心
を
発
す
る
や
。
衆
生
は
昏
倒
し
て
、
自
ら
覚
知
せ
ざ
れ
ば
、



の
場
合
を
見
て
も
よ
い
。

な
論
で
始
ま
る
。

・
夫
適
化
無
方
、
陶
誘
非
一
。
考
聖
心
、
以
息
患
為
主
、
統
教
意
、
以
通
理

為
宗
。
但
九
十
六
術
、
栖
火
宅
為
浄
道
、
五
百
異
部
、
榮
見
網
為
泥
涯
、

遂
使
鹿
苑
垢
墟
、
鷲
山
荊
蒋
。
善
逝
以
之
流
慟
、
薩
唾
所
以
大
悲
。
四
依

為
此
而
興
。
三
論
由
斯
而
作
。
但
論
雖
有
三
、
義
唯
二
轍
。
一
曰
顕
正
、

九
ー
六
二
三
）

そ
の
『
三
論
玄
義
』
は
、

次
の
よ
う

さ
て
、

『
起
信
論
』
の
文
体
は
、
明
ら
か
に
こ
う
し
た
名
僧
た
ち
の
論
書
と

し
て
い
た
か
は
、
思
い
半
ば
を
過
ぎ
る
も
の
が
あ
る
。

れ
外
来
人
で
あ
れ
、
当
時
の
在
華
仏
教
者
の
思
索
と
著
述
を
い
か
に
強
く
規
定

五
0
•

五
一
四
頁
下
）
と
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
西
城
人
の
容
貌
を
と
ど
め
て
い

勧
め
て
醒
悟
し
て
、
上
求
下
化
せ
し
む
。
云
何
が
大
行
を
行
な
う
や
…

•
•
•O

云
何
が
大
果
を
感
ず
る
や
：
．
．
．．
。
云
何
が
大
網
を
裂
く
や
。

種
種
の
経
論

は
人
の
眼
目
を
開
く
も
、
而
も
此
に
執
し
て
彼
を
疑
い
、
一
を
是
と
し
て

諸
を
非
と
し
、
雪
の
ご
と
し
と
聞
き
て
冷
や
か
な
り
と
謂
い
、
乃
至
、
鶴

の
ご
と
し
と
聞
ぎ
て
動
く
と
謂
う
。
今
、
経
論
を
融
通
し
、
結
を
解
き
て

籠
を
出
だ
さ
し
め
ん
。
云
何
が
大
処
に
帰
す
る
や
。
法
に
始
終
無
く
、
法

に
通
塞
無
し
。
若
し
法
界
を
知
れ
ぽ
、
法
界
に
は
始
終
無
く
通
塞
無
く
、

裕
然
と
し
て
大
い
に
朗
ら
か
に
し
て
、
無
擬
自
在
な
り
。

こ
の
例
で
も
、
上
求
ー
下
求
、
是
一
ー
非
諸
、
聞
雪
謂
冷
ー
聞
鶴
謂
動
、
法
無

始
終
ー
法
無
通
塞
、
無
始
終
ー
無
通
塞
な
ど
の
対
句
が
随
所
に
は
め
込
ま
れ
る

ほ
か
、
「
云
何
発
大
心
」
「
云
何
行
大
行
」
「
云
何
感
大
果
」
「
云
何
裂
大
網
」

「
云
何
帰
大
処
」
と
い
う
、
字
数
す
な
わ
ち
音
節
数
も
、
ま
た
語
法
も
同
一
の

句
を
連
続
さ
せ
て
リ
ズ
ム
感
を
出
し
て
い
る
。

「
裕
然
大
朗
」
と
い
う
、
陶
淵

、、

明
『
桃
花
源
記
』
に
も
と
づ
く
典
故
を
使
っ
て
文
章
に
あ
や
を
つ
け
て
い
る
こ

と
も
わ
か
る
。

ほ
か
に
、
真
諦
か
ら
法
号
を
授
け
ら
れ
た
と
い
う
嘉
祥
大
師
吉
蔵
（
五
四

二
日
破
邪
。
（
大
正
四
五
・
一
頁
上
）

ゃ

夫
れ
適
化
に
方
無
く
、
陶
誘
は
一
に
非
ず
。
聖
心
を
考
う
る
に
、
患
を
息

む
る
を
以
て
主
と
為
し
、
教
意
を
統
ぷ
る
に
、
理
に
通
ず
る
を
以
て
宗
と

す

為
す
。
但
だ
九
十
六
術
は
火
宅
に
栖
み
て
浄
道
と
為
し
、
五
百
異
部
は
見

＊と

網
を
榮
い
て
泥
涯
と
為
し
、
遂
に
鹿
苑
を
し
て
垢
墟
な
ら
し
め
、
鷲
山
を

し
て
荊
森
な
ら
し
む
。
善
逝
は
之
を
以
て
流
慟
し
、
薩
垂
は
所
以
に
大
悲

す
。
四
依
は
之
が
為
に
し
て
興
り
、
三
論
は
斯
に
由
り
て
作
る
。
但
だ
論

に
は
三
有
り
と
雖
も
、
義
は
唯
だ
二
轍
な
り
。
一
に
日
＜
顕
正
、
二
に
日

驚
く
べ
き
こ
と
に
、
こ
の
一
節
は
全
文
す
ぺ
て
ほ
ぽ
完
璧
な
対
偶
構
成
で
成
り

立
っ
て
い
る
。
傍
点
で
示
し
た
よ
う
に
句
末
の
平
仄
さ
え
も
き
ち
ん
と
整
え
ら

チ
ア
系
の
僧
で
あ
っ
て
、

れ
て
い
る
（
。
が
平
声
、
．
が
仄
声
）
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
九
十
六
術
や
五
百

異
部
、
海
道
、
泥
涅
、
鹿
苑
、
鷲
山
、
善
逝
、
薩
埋
、
あ
る
い
は
四
依
と
い
っ

た
仏
教
語
を
用
い
る
場
合
で
も
、
音
節
数
の
調
和
を
崩
さ
ぬ
よ
う
、
慎
重
な
技

巧
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
吉
蔵
は
純
粋
な
中
国
人
で
は
な
く
。
ハ
ル

か
た
ど

「
貌
は
西
梵
に
象
る
」

く
破
邪
゜

(
r
続
高
僧
伝
』
巻
―
-
、
大
正

た
ら
し
い
が
、
そ
の
法
蔵
に
し
て
、
こ
の
よ
う
な
洗
練
さ
れ
た
漢
語
文
を
書
い

て
い
た
の
で
あ
る
。
修
辞
性
の
強
い
漢
語
様
式
と
い
う
も
の
が
、
本
国
人
で
あ

六
八



論
』
の
文
体
は
全
体
と
し
て
ジ
ソ
メ
ト
リ
カ
ル
な
修
辞
構
造
を
も
っ
て
な
い
。

真
如
の
体
に
つ
い
て
、

・
此
真
如
体
、
無
有
可
遣
、
以
一
切
法
、
悉
皆
真
故
。
亦
無
可
立
、
以

一
切

法
、
皆
同
如
故
。
（
大
正
五
七
六
頁
上
、
宇
井
一
六
頁
）

ゃ

此
の
真
如
の
体
は
、
遣
る
ぺ
き
も
の
有
る
無
し
。

な
真
な
る
が
故
に
。
亦
た
立
つ
べ
き
も
の
無
し
。

と
説
か
れ
る
有
名
な
言
葉
は
、
確
か
に
隔
句
対
の
一
種
と
言
え
る
が
、
こ
の
よ

逗

う
な
表
現
は
む
し
ろ
珍
し
し
「
以
心
生
則
種
種
法
生
、
心
滅
則
種
種
法
滅

故
」
（
大
正
五
七
七
頁
中
、
宇
井
三
二
頁
）
な
ど
は
そ
の
数
少
な
い
例
の
―
つ
で
あ

る
が
、
そ
れ
も
「
以
」
と
「
故
」
が
句
頭
と
句
末
に
付
さ
れ
る
こ
と
で
、
前
後

の
句
の
均
衡
が
損
な
わ
れ
て
い
る
。
概
念
を
標
出
す
る
場
合
に
「
一
者
法
、
ニ

者
義
」
（
大
正
五
七
五
頁
下
、
宇
井
―
二
頁
）
と
か
「

一
者
同
相
、
二
者
異
相
」
（
大

正
五
七
七
頁
上
、
宇
井
二
八
頁
）
と
い
っ
た
表
現
が
時
々
見
う
け
ら
れ
、
ま
た
真

如
自
体
相
に
つ
い
て
「
非
前
際
生
、
非
後
際
滅
」
（
前
出
）
と
い
っ
て
い
る
例
が

『
大
乗
起
信
論
』
の
概
念
と
修
辞
と
撰
者

じ
く
如
な
る
が
故
に
。

一
切
の
法
は
、
悉
く
皆

一
切
の
法
は
、
皆
な
同

た
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
引
例
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に

『
起
信

『
起
信
論
』
の
撰
者
が
中
国
人
と
は
思
わ
れ
な
い
と
推
測

す
る
理
由
の
―
つ
も
そ
こ
に
あ
る
が
、
も
う
し
ば
ら
く
当
面
の
問
題
の
検
討
を

続
け
て
み
よ
う
。

『
起
信
論
』

に
は
修
辞
上
の
調
和
を
破
っ
て
い
る
例
が
し
ば
し
ば
目
に
つ
く
。

こ
こ
で
は
四
点
に
し
ぽ
っ
て
述
べ
た
い
。
第
一
は
、
当
句
対
、
双
句
対
、
隔
句

対
と
い
っ
た
対
偶
表
現
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
、
少
な
く
と
も
ま
っ
た
く
目
立

は
隔
た
り
が
あ
る
。

宇
井
五
0
頁）

六
九

心
性
無
動
、
則
有
過
恒
沙
等
諸
浄
功
徳
相
義
示
現
。

あ
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
は
前
後
の
構
文
か
ら
孤
立
し
て
い
て
、
特
に
注
意
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
も
な
い
。
対
偶
的
技
巧
に
配
慮
し
た
痕
跡
は
『
起
信
論
』
に
は

ま
っ
た
く
稀
薄
な
の
で
あ
る
。

第
二
に、

四
六
文
の
リ
ズ
ム
が
は
な
は
だ
し
く
無
視
さ
れ
た
場
合
が
あ
る
。

こ
の
例
は
多
い
が
、

た
と
え
ば
、

・
一
者
、
業
識
根
本
薫
習
。
能
受
阿
羅
漢
辟
支
仏
一
切
菩
薩
、
生
滅
苦
故
。

（
大
正
五
七
八
頁
中
、
宇
井
四
0
頁）

一
に
は
業
識
根
本
黒
習
。
能
＜
阿
羅
漢

・
辟
支
仏
・
一
切
の
菩
薩
に
、
生

さ
ず

(28)

滅
の
苦
を
受
く
る
が
故
に
。

（
大
正
五
七
九
頁
中
、

心
性
に
動
無
け
れ
ば
、
則
ち
過
恒
沙
等
の
諸
M
の
浄
功
徳
の
相
の
義
の
示

現
す
る
こ
と
有
り
。

こ
れ
ら
の
例
は
、
仏
教
語
を
忠
実
的
確
に
使
お
う
と
し
て
四
六
文
の
型
が
崩
さ

れ
て
い
る
た
め
、
リ
ズ
ム
に
よ
る
だ
け
で
は
句
読
を
打
つ
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

そ
れ
の
み
か
、
前
の
例
で
は
、
間
接
目
的
語
で
あ
る
「
阿
羅
漢
辟
支
仏
一
切
菩

薩
」
の
句
が
長
す
ぎ
て
、
直
接
目
的
語
で
あ
る
「
生
滅
苦
」
と
不
調
和
を
き
た

し
て
い
る
し
、
後
の
例
で
も
名
詞
句
の
「
過
恒
沙
等
諸
浄
功
徳
相
義
」
が
、
文

末
を
し
め
く
く
る
二
字
の
述
語
「
示
現
」
と
比
べ
て
ひ
ど
く
長
い
。

四
六
文
の
ポ
ー
ズ
を
無
視
し
た
長
た
ら
し
い
名
詞
句
が
頻
用
さ
れ
て
い
る
の

は
『
起
信
論
』
の
文
体
の
特
徴
ら
し
い
。
い
ま
見
た
「
過
恒
沙
等
の
浄
功
徳
の

相
の
義
」
な
ど
の
句
が
そ
の
典
型
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
な
例
も
そ
う
で
あ
る
。



で
あ
る
。
ま
ず
「
如
」
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

第
三
に
挙
げ
た

い
の
は
、

「
如
」
と
「
故
」
の
反
復
が
著
し
い
と
い
う
こ
と

能
成
熟
、

・
住
持
過
去
無
蕨
世
等
善
悪
之
業
、
令
不
失
故
。
復
能
成
熟
現
在
未
来
苦
楽

等
報
、
無
差
違
故
。
（
大
正
五
七
七
頁
中
、
宇
井
一
―

10頁）

過
去
の
無
餓
世
等
の
善
悪
の
業
を
住
持
し
て
、
失
わ
ざ
ら
し
む
る
が
故
に
。

復
た
能
く
現
在
未
来
の
苦
楽
等
の
報
を
成
熟
し
て
、
差
違
す
る
こ
と
無
き

が
故
に
。

•
以
愛
敬
三
宝
淳
厚
心
故
、
信
得
増
長
、
乃
能
志
求
、
無
上
之
道
。
（
大
正
五

八
0
頁
下
、
宇
井
六
六
頁
）

三
宝
を
愛
敬
す
る
淳
厚
の
心
を
以
て
の
故
に
、
信
は
増
長
す
る
こ
と
を
得

て
、
乃
ち
能
く
無
上
の
道
を
志
求
す
。

は
じ
め
の
例
で
は

「
過
去
の
無
擾
世
等
の
善
悪
の
業
」

「
現
在
未
来
の
苦
楽
等

の
報
」
と
い
い
、
後
の
例
で
は
「
三
宝
を
愛
敬
す
る
淳
厚
の
心
」
と
い
っ
て
い

る
が
、
い
ず
れ
も
連
体
修
飾
語
を
積
み
重
ね
て
単
漢
字
の
名
詞
（
業
、
報
、
心
）

心）
．
を
修
飾
す
る
と
い
う
、
バ
ラ
ン
ス
を
失
し
た
用
法
で
あ
る
。
破
格
と
ま
で

は
言
え
な
い
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
表
現
は
少
な
く
と
も
文
雅
な
修
辞
法
で

は
な
い
。
し
か
も
そ
の
た
め
に
、
文
体
の
リ
ズ
ム
が
無
視
さ
れ
る
結
果
と
も
な

っ
て
い
る
。
『
起
信
論
』
は
一
応
は
四
字
句
を
基
調
に
し
て
い
て
、

＇右
の
句
も

中
国
語
で
音
読
す
る
さ
い
に
は
「
住
持
過
去
、
無
量
世
等
、
菩
悪
之
業
」
、
「
復

現
在
未
来
、

苦
楽
等
報
」
、

「
以
愛
敬
三
宝
、
淳
厚
心
故
」
の
よ
う

に
ポ
ー
ズ
を
入
れ
つ
つ
読
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
長
い
名
詞
句
の
お
か
げ
で
、

こ
う
し
た
リ
ズ
ム
の
調
子
が
損
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
大
正
五
七
七
頁
上
、

・
言
同
相
者
、
替
如
種
種
瓦
器
、
皆
同
微
塵
性
相
。
如
是
無
漏
無
明
、
種
種

業
幻
、
皆
同
真
如
性
相
•
•
…•
。
言
異
相
者
、
醤
如
種
種
瓦
器

、
各
各
不
同
。

如
是
無
漏
無
明
、
随
染
幻
差
別
、
性
染
幻
差
別
故
。

宇
井
二
八
頁
）

同
相
と
言
う
は
、
醤
え
ば
種
種
の
瓦
器
の
、
皆
な
同
じ
く
微
塵
の
性
相
な

る
が
如
し
。
是
の
如
く
無
漏
無
明
の
種
種
の
業
幻
は
、
皆
な
同
じ
く
真
如

の
性
相
な
り
．
．
．
．
．
．
。
異
相
と
言
う
は
、
醤
え
ば
種
種
瓦
器
の
、
各
各
同
じ

か
ら
ざ
る
が
如
し
。
是
の
如
く
無
漏
無
明
の
随
染
幻
の
差
別
と
性
染
幻
の

差
別
あ
る
が
故
に
。

こ
れ
は
平
等
相
と
差
別
相
を
、
瓦
器
の
材
料
（
微
塵
す
な
わ
ち
土
）
と
形
態
に
な

ぞ
ら
え
て
説
い
た
も
の
だ
が
、
「
晋
え
ば
：
．．
．．
 
の
如
し
」
の
あ
と
に
再
び
「
是

の
如
く
」
と
、
比
喩
表
現
が
重
複
し
て
使
わ
れ
て
い
て
、
は
な
は
だ
煩
わ
し
く

感
じ
ら
れ
る
。
同
じ
例
と
し
て
、

、

、

、

、

・
醤
如
大
摩
尼
宝
、
体
性
明
浄
…
…
、
如
是
衆
生
真
如
之
法
、
体
性
空
浄
：
・

…
。
（
大
正
五
八
0
頁
下
、
宇
井
六
四
頁
）

醤
え
．
は
大
摩
尼
宝
は
、
体
性
明
海
に
し
て

…
…
な
る
が
如
く
、
是
の
如
く

衆
生
真
如
の
法
も
、
体
性
空
浄
な
り
…
•
•
•
O

と
い
う
の
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
る
い
は
ま
た
い
う
、

•
黒
習
義
者
、
如
世
間
衣
服
、
実
無
於
香
、
若
人
以
香
而
薫
習
故
、
則
有
香

気
、
此
亦
如
是
。
（
大
正
五
七
八
頁
上
、
宇
井
三
八
頁
）

薫
習
の
義
と
は
、
世
間
の
衣
服
は
、
実
は
香
無
き
も
、
若
し
人
、
香
を
以

て
し
て
薫
習
す
る
が
故
に
、
則
ち
香
気
有
る
が
如
く
、
此
も
亦
た
是
の
如

七
〇
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の
場
合
で
も
、

『
大
乗
起
信
論
』
の
概
念
と
修
辞
と
撰
者

六
頁
中
、
宇
井
ニ
ニ
頁
）

教
授
は

七

「
す
な
わ
ち
・
・
・
・
・
・
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
」
と
解
釈
し
、
句
末
を

「
謂
…
…
故
」
も
し
く
は

「
所
謂
：
…
・
故
」

『
起
信
論
』
の

と
い
う
構
文
に
つ
い
て
、
高
崎

る
の
に
対
し
、
後
の
二
つ
の
「
故
に
」
は
そ
う
で
は
な
く
、

に」

次
に
、

や
は
り

こ
こ
で
も
「
如
」
の
語
が
反
復
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
後
の
「
此
亦

簡
潔
を
尊
ぶ
漢
語
表
現
か
ら
す
れ
ば
破
格
に
属
す
る
の
で
あ
っ
て
、

な
み
に
実
叉
難
陀
訳
は
前
の
「
如
」
の
み
を
用
い
、

お
そ
ら
く

サ
ソ
ス
ク
リ
ッ
ト
に
こ
の
よ
う
な
表
現
法
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ち

「
此
亦
如
是
」
に
あ
た
る

(29) 

句
を
省
い
て
い
て
、
漢
語
と
し
て
す
っ
き
り
し
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
。

「
故
」
の
字
の
反
復
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
起
信
論
』
に

お
び
た
だ
し
く
使
わ
れ
て
い
て
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
い
ま
は
二
、
三
の

変
則
的
な
例
を
挙
げ
て
み
る
。

．
何
以
故
。
是
心
真
如
相
、
即
示
摩
詞
術
体
故
、
是
心
生
減
因
縁
相
、
能
示

摩
詞
術
自
体
相
用
故
。
（
大
正
五
七
五
頁
下
、
宇
井
一
四
頁
）

こ
れ
は
く
だ
ん
の
立
義
分
の
一
節
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
「
何
を
以
て
の
故

に
」
と
い
っ
た
あ
と
で
、
そ
れ
を
受
け
る
た
か
ち
で
再
び
「
…
…
の
故
に
」
と

い
っ
て
い
る
。
ま
た
、

・
是
故
修
多
羅
説
、
若
有
衆
生
能
観
無
念
者
、
則
為
向
仏
智
故
。
（
大
正
五
七

是
の
故
に
修
多
羅
に
、
若
し
衆
生
有
り
て
能
く
無
念
を
観
ず
れ
ば
、
則
ち

向
仏
智
と
為
す
と
説
く
が
故
に
。

「
是
の
故
に
」
と
句
末
の
「
故
に
」
が
重
複
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
場
合
、
漢
語
で
は
句
末
の
「
故
」
を
省
略
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

あ
る
い
は
ま
た
、
前
章
で
と
り
上
げ
た
一
節
に
次
の
よ
う
に
あ
っ
た
。

如
是
」
は
省
い
て
も
文
意
に
支
障
は
な
く
、

む
し
ろ
不
要
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

し。

一
者
未
相
応
。
謂
凡
夫
二

乗
、
初
発
意
菩
薩
等
、
以
意
意
識
黒
習
、
依
信
力
故
、
而
能
修
行
、
未
得

無
分
別
心
与
体
相
応
故
、
未
得
自
在
業
修
行
与
用
相
応
故
。
（
大
正
五
七
八

頁
下
、
宇
井
四
六
頁
）

こ
の
よ
う
な
読
み
に
く
い
文
章
を
前
に
す
る
と
、
い
か
に
も
翻
訳
調
と
い
う
感

を
否
み
が
た
い
。
そ
の
理
由
は
、
仏
教
の
タ
ー
ム
が
充
満
し
た
理
屈
っ
ぽ
い
文

章
で
あ
る
こ
と
、
句
型
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
に
も
求
め
ら
れ
る
が
、
一
っ
は

「
故
」
の
重
複
で
あ
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
「
信
の
力
に
依
る
が
故

に
」
の
「
故
に
」
と
、
「
未
だ
無
分
別
心
の
、
体
と
相
応
す
る
を
得
ざ
る
が
故

「
未
だ
自
在
業
の
修
行
の
、
用
と
相
応
す
る
を
得
ざ
る
が
故
に
」
と
い
う

句
末
の
二
つ
の
「
故
に
」
が
、
文
脈
の
理
解
を
混
乱
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

じ
つ
は
こ
こ
で
は
、
前
の
「
故
に
」
が
「
修
行
」
を
行
な
う
理
由
を
示
し
て
い

「
未
相
応
」
と
は

か
く
か
く
し
か
じ
か
こ
と
を
い
う
の
だ
、
と
言
っ
て
い
る
ら
し
い
。

つ
ま
り
最
後
の
「
故
に
」
で
結
ば
れ
る
二
句
は
、
理
由
句
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

(30) 

こ
れ
に
関
し
て
は
、
高
崎
教
授
の
指
摘
が
参
考
に
な
る
。

「
故
」
で
結
ぷ
か
ら
と
い
っ
て
、
す
べ
て
理
由
を
あ
ら
わ
す
旬
で
あ
る
と
は
限

ら
な
い
と
い
う
。
右
の
「
未
相
応
」
以
下
の
文
も
、
そ
う
し
た
「
謂
…
…
故
」

の
構
文
に
数
え
ら
れ
よ
う
。
文
脈
か
ら
考
え
れ
ば
、
こ
の
措
文
は
そ
の
よ
う
に

で
も
解
す
る
ほ
か
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
、
理
由
句
で
も

此
体
用
黒
習
、
分
別
復
有
二
種
。
云
何
為
―
―
。



し
い
。

ま
た
、
修
辞
に
関
し
て
言
え
ば
、

（翌

な
い
の
に
わ
ざ
わ
ざ
「
故
」
を
付
す
る
と
い
う
の
は
奇
妙
で
は
な
い
ヵ

『
起
信
論
』

の
文
体
は
、
良
く
言
え
ば
質
実
で
力
強
い
側
面
を
も
つ
が
、
悪

く
言
え
ば
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
て
い
て
、
洗
練
さ
に
欠
け
て
い
る
。
ざ
っ
と
見
渡
し

て
も
、
漢
語
文
と
し
て
変
則
的
な
い
し
特
殊
な
修
辞
が
数
多
く
存
在
す
る
の
で

あ
る
。
中
国
ふ
う
の
典
故
も
ま
ず
見
あ
た
ら
な
い
。
こ
れ
を
ど
う
解
釈
す
れ
ば

い
い
だ
ろ
う
か
。
結
局
、
こ
こ
で
も
ま
た
『
起
信
論
』
は
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
か

ら
の
翻
訳
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
、
最
も
自
然
な
解
釈
と
言
う
ほ
か
は
あ
る

ま
い
。
修
辞
的
に
見
て
、
六
朝
期
の
中
国
人
が
制
作
し
た
と
思
わ
れ
る
稜
極
的

根
拠
は
見
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。

し
め
く
く
り
に
あ
た
っ
て
、

本
稿
で
検
討
し
た
事
柄
の
中
で
こ
の
問
題
に
か
か
わ
る
の
は
、
体
相
用
と
い

う
組
概
念
と
、
『
起
信
論
』
の
修
辞
で
あ
る
。
体
相
用
概
念
に
関
し
て
言
え
ば
、

こ
れ
は
中
国
固
有
の
発
想
で
は
な
く
、
純
粋
に
イ
ソ
ド
起
源
の
も
の
で
あ
る
ら

稀
で
修
飾
性
に
乏
し
い
こ
と
、
「
故
に
」
や
「
如
し
」
の
語
を
不
必
要
に
反
復

す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
四
六
文
特
有
の
調
和
性
と
リ
ズ
ム
に
欠
け
て
い
る
。
雅

文
と
い
う
に
は
ほ
ど
遠
い
筆
致
な
の
で
あ
っ
て
、

い
わ
ば
「
文
」
で
は
な
く
、

徹
頭
徹
尾
「
質
」
で
あ
る
。
漢
訳
仏
典
の
文
体
は
、
古
来
「
質
」
で
あ
る
こ
と
恒

が
重
ん
じ
ら
れ
、
文
藻
は
副
次
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る
カ

『
起
信
論
』
の
文
章
は
対
偶
表
現
が

て
お
き
た
い
。

撰

『
起
信
論
』
の
撰
者
に
つ
い
て
私
見
を
整
理
し

者

の

『
高
僧
伝
』

は

国
文
士
の
餅
偶
体
を
模
倣
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
部

r
起
信
論
』
の
場
合
も
同
じ
こ
と
が
当
て
は
ま
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
『
起
信

論
』
が
四
字
か
ら
な
る
句
を
基
調
と
し
て
い
る
の
は
事
実
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ

は
六
朝
隋
唐
期
に
あ
っ
て
は
、
顕
著
な
文
飾
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
。

そ
の
こ
と
は
、
直
訳
体
と
さ
れ
る
玄
芙
訳

『
成
唯
識
論
』
が
、
や
は
り
四
字
句

を
基
本
句
型
と
し
て
い
る
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
十
分
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
諸
事
項
は
、
一
つ
だ
け
を
と
り
上
げ
る
な
ら
ば
、
さ
し
て
緊
要

な
意
味
を
も
た
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
全
体
と
し
て
見
る
と
き
、
『
起
信

論
』
は
本
来
漢
語
に
よ
っ
て
著
わ
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
外
国
語
か
ら
の
翻
訳

で
あ
っ
た
と
理
解
し
て
、
は
じ
め
て
す
べ
て
合
理
的
に
説
明
が
つ
く
の
で
あ
る
。

修
辞
に
つ
い
て
さ
ら
に
言
う
な
ら
、
大
乗
仏
教
の
広
範
な
教
理
を
短
篇
に
ま

と
め
上
げ
る
ほ
ど
の
構
想
力
と
学
殖
を
も
ち
な
が
ら
、
文
飾
技
巧
に
配
慮
し
な

い
一
種
破
格
な
漢
文
を
書
く
と
い
う
こ
と
を
、
六
朝
期
の
中
国
知
識
人
の
中
に

想
定
す
る
の
は
不
可
能
に
近
い
。
い
か
に
異
国
の
宗
教
に
傾
倒
し
た
僧
で
あ
っ

て
も
、
知
識
人
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
の
こ
と
、
こ
う
し
た
雅
な
ら
ぬ
散
文
を
綴

る
と
い
う
こ
と
は
想
像
す
ら
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
胡
適

が
、
漢
訳
仏
典
が
中
国
人
学
僧
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
こ
う
言
っ
て
い
る
の

は
き
わ
め
て
示
唆
に
富
む
と
言
え
る
ー
—
_
「
訳
経
が
最
も
盛
ん
だ
っ
た
そ
の
時

期(-―

100
ー
五

0
0
)
を
見
渡
す
と
、
中
国
文
学
の
形
式
と
風
尚
に
、
翻
訳
文

学
の
影
響
力
は
少
し
も
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
の
み
か
、

こ
の
時
代
の
僧
侶
た
ち
が
綴
っ
た
文
章
は
、
訳
経
を
別
に
す
れ
ば
、
す
べ
て
中

『
弘
明
集
』
、

一
部
の

(33) 

い
ず
れ
も
そ
の
鉄
証
で
あ
る
」
。
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
ニ

七



種
の
文
献
の
ほ
か
に
、

゜
ぅ

さ
ら
に
『
出
三
蔵
記
集
』
を
加
え
て
も
よ
い
と
私
は
思

華
イ
ソ
ド
人
な
い
し
西
域
人
が
創
作
し
た
と
い
う
見
方
も
で
き
な
く
は
な
い
。

も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
諸
資
料
か
ら
見
て
撰
者
は
真
諦
以
外
に
考
え
ら

れ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
可
能
性
は
高
崎
教
授
に
よ
れ
ば
ほ
と
ん
ど
な
い
と

(34) 

い
う
。
要
す
る
に
、

『
起
信
論
』
が
真
諦
に
よ
る
翻
訳
で
あ
る
と
い
う
伝
承
は
、

、
、
、

そ
れ
を
打
ち
消
す
に
足
る
積
極
的
証
拠
が
見
つ
か
ら
な
い
限
り
、
わ
り
あ
い
真

を
伝
え
た
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
伝
承
は
、
き
わ
め
て
蓋
然
性
が

高
い
の
で
あ
る
。
『
起
信
論
』
の
用
い
る
仏
教
語
彙
に
つ
い
て
は
、
北
朝
で
活

躍
し
た
菩
提
流
支
の
訳
経
か
ら
の
影
響
や
、
地
論
師
・
曇
遷
に
よ
る
加
筆
が
推

(35) 

測
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
か
り
に
そ
れ
が
事
実
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
結
局
の

と
こ
ろ
、
そ
れ
は
訳
語
に
潤
色
を
加
え
た
と
い
う
程
度
に
収
ま
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。
訳
経
上
の
用
語
を
借
り
れ
ば
、
筆
受
な
い
し
潤
文
の
範
囲
内
に
と
ど
ま
る

の
で
あ
っ
て
、
訳
主
は
真
諦
で
あ
っ
た
と
い
う
想
定
自
体
を
く
つ
が
え
す
も
の

で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
、
文
体
に
関
し
て
付
言
し
て
お
く
。

『
起
信
論
』
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
な
散
文
体
は
、
中
国
仏
教
論
書
に
お
い
て
次
第
に
汎
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

「
仏
教
漢
文
」
の
分
野
に
い
っ
ぶ
う
変
わ
っ
た
論
述
ス
タ
イ
ル
を
つ
け
加
え
る
。

そ
の
顕
著
な
事
例
を
私
は
唐
の
慈
恩
大
師
基
と
賢
首
大
師
法
蔵
の
著
作
に
見
る

が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

r
大
乗
起
信
論
』
の
概
念
と
修
辞
と
撰
者

も
ち
ろ
ん
、
想
像
を
退
し
く
す
る
な
ら
ば
、
あ
る
程
度
漢
語
を
習
得
し
た
在

七

注
(

1

)

平
川
彰

r
イ
ソ
ド
仏
教
史
」
下
巻
（
春
秋
社
、
一
九
七
九
年
）
一
八
一
ー
一
八

三
頁
。
高
崎
直
道
「
r
大
乗
起
信
論
』
の
語
法
ー
「
依
」
「
以
」
「
故
」
等
の
用

法
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
(
r

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
」
第
三
七
輯
、

哲
学
・
史
学
網
、
一
九
九
二
年
）
。
高
崎
教
授
の
論
文
に
つ
い
て
は
、
早
稲
田
大

学
の
土
田
建
次
郎
教
授
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

(

2

)

宇
井
伯
寿
訳
注
『
大
乗
起
信
論
』
（
岩
波
文
庫
、
一
九
三
六
年
）
。

(

3

)

柏
木
弘
雄

r
大
乗
起
信
論
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
八
一
年
）
第
三
章
。
な

ぉ
、
本
書
は
イ
ソ
ド
撰
述
説
に
立
つ
詳
細
な
研
究
で
、
仏
教
の
教
理
内
容
に
か
か

わ
る
諸
問
題
は
こ
こ
で
ほ
と
ん
ど
解
決
さ
れ
て
い
る
と
私
に
は
思
え
る
。

(

4

)

宇
井
前
掲
書
、一

0
一
頁
注
。
ま
た
竹
村
牧
男
『
大
乗
起
信
論
読
釈
」
（
山
喜

房
仏
書
林
、
一
九
八
五
年
）
一

0
五
ー
一
〇
六
頁
参
照
。

(

5

)

楊
樹
達

r
詞
詮
」
（
北
京
・
中
華
雹
局
、
一
九
五
四
年
）
二
六
八
頁
。

(

6

)

呂
叔
湘
『
文
言
虚
詞
』
（
上
海
教
育
出
版
社
、
一
九
五
九
年
）
一
三
九
頁
、
楊

伯
峻

r
古
漢
語
虚
詞
』
（
北
京
・
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
）
三
七
ニ
ー
三
七
三

頁
を
見
ら
れ
た
い
。

(

7

)

爺
理
明
『
仏
経
文
献
語
言
』
（
巴
蜀
書
社
、
一
九
九
三
年
）
八
ニ
ー
八
四
頁
を

参
照
の
こ
と
。

(
8
)
•初
能
変
識
、
大
小
乗
教
、
名
阿
頼
耶
。
此
識
具
有
、
能
蔵
所
蔵
執
蔵
義
故
。
謂

、
、
、

与
雑
染
、
互
為
緑
故
、
有
情
執
為
自
内
我
故
。

(
r
成
唯
識
論
』
巻
二
、
大
正
三

-
．
七
頁
下
）

初
め
の
能
変
の
識
を
、
大
小
乗
教
に
阿
頼
耶
と
名
づ
く
。
此
の
識
に
具
さ
に
能

蔵
・
所
蔵
・
執
蔵
の
義
有
る
が
故
に
。
謂
く
、
雑
染
と
互
い
に
緑
を
為
す
が
故

に
、
有
情
執
し
て
自
の
内
我
と
為
す
が
故
に
。

．
然
阿
羅
漢
、
断
此
識
中
、
煩
悩
施
重
、
究
党
尽
故
、
不
復
執
蔵
阿
頼
耶
識
、
為

、
、
、

自
内
我
。
（
同
巻
三
、
大
正
三
一
・
一
三
頁
下
）

然
れ
ど
も
阿
羅
漢
は
、
此
の
識
中
の
煩
悩
の
疱
重
を
断
じ
、
究
党
し
て
尽
く
す

が
故
に
、
復
た
阿
頼
耶
識
を
執
蔵
し
て
自
の
内
我
と
為
さ
ず
。



（
岩
波
書
店
、

．
雖
無
始
来
、
心
心
所
法
、
巳
能
緑
自
相
見
分
等
、
而
我
法
執
、
恒
倶
行
故
、
不

、
、
、
、

如
実
知
、
衆
緑
所
引
自
心
心
所
、
虚
妄
変
現
。
（
同
巻
八
、
大
正
三
一
•
四
六

頁
中
）

無
始
よ
り
来
の
か
た
、
心
・
心
所
法
は
已
に
能
く
自
の
相
見
分
等
を
縁
ず
と
雖

も
、
而
も
我
法
の
執
の
恒
に
倶
に
行
ず
る
が
故
に
、
如
実
に
衆
縁
の
引
く
所
に

し
て
、
自
の
心
・
心
所
の
虚
妄
に
変
現
す
る
も
の
な
る
を
知
ら
ず
。

な
お
、
『
成
唯
識
論
」
に
は
「
云
何
が
漸
と
為
す
や
。
自
と
法
と
の
力
に
依
り

て
…
…
」
（
巻
六
、
大
正
三
一
・
ニ
九
頁
下
）
と
い
う
例
が
あ
る
が
、
こ
の
箇
所

は
安
憩
の

r
唯
識
三
十
頌
釈
』

T
r
i
m
5
i
k
a
u
i
j
i
a
p
ミ）
h
a
.
y
a
に、

"hrlratma
-

n
a
m
 d
h
a
n
n
a
r
h
 :
·
…
•
-
＂
と
い
う
か
た
ち
で
対
応
部
分
が
見
出
せ
る
。
『
成
唯
識

論
』
の
実
詞
化
し
た

「自
」
の
原
語
は
、
こ
の
場
合
、

a
t
m
a
n

で
あ
っ
た
と
見

て
よ
い
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
学
の
丹
治
昭
義
教
授
の
教
示
を
得
た
）
。

(

9

)

こ
れ
ら
の
文
献
に
つ
い
て
は
以
下
の
一
字
索
引
を
用
い
た
。
斯
波
六
郎
『
文
選

索
引
』
（
京
都

・
中
文
出
版
社
影
印
本
、
一
九
八
一
年
）
、
岡
村
繁
『
文
心
離
龍

索
引
』
（
采
華
書
林
、

一
九
八
二
年
）
、

高
橋
清
『
世
説
新
語
索
引
』
（
台
湾
、

藍
星
書
舗
影
印
本
）
。
『
弘
明
集
』
に
つ
い
て
ほ
北
原
峰
樹
『
弘
明
集
索
引
』
（
北

九
州
中
国
書
店
、
一
九
九
二
年
）
を
、
『
出
三
蔵
記
集
』
の
経
序
部
分
に
つ
い
て

は
中
嶋
隆
蔵
『
出
三
蔵
記
集
序
巻
索
引
』
（
朋
友
書
店
、
一
九
九
一
年
）
を
、
そ

れ
ぞ
れ
参
照
し
た
。

(
1
0
)

言
能
示
摩
珂
術
自
体
者
、
即
是
生
減
門
内
之
本
覚
心
、
生
滅
之
体
、
生
滅
之

因
、
是
故
在
於
生
滅
門
内
。
然
真
如
門
中
直
言
大
乗
体
、
生
滅
門
中
乃
云
自
体

者
、
有
深
所
以
。
至
下
釈
中
、
其
義
自
顕
也
（
『
起
信
論
疏
』
巻
上
、
大
正
四
四

・

二
0
六
頁
中
）
。

(
1
1
)

宇
井
伯
寿
・
高
崎
直
道
訳
注
『
大
乗
起
信
論
』
（
岩
波
文
庫
、
一
九
九
四
年
）

一
七
七
頁
。

(
1
2
)

「真
如
の
自
体
と
相
」
と
い
う
読
み
方
も
ま
た
、
前
後
の
構
文
上
無
理
が
あ
る

で
あ
ろ
う
。

(
1
3
)

入
矢
義
高
『
求
這
と
悦
楽
ー
中
国
の
禅
と
詩
ー
』

一
九
八

（
岩
波
害
店、

年）、

r
自
己
と
超
越
ー
禅
・
人
・

＇こ
と
ば
ー
』

を
見
ら
れ
た
い
。

．

(

1

4

)

竹
村
教
授
は
こ
こ
を
「
覚
の
体
・
相
」
で
は
な
く
「
覚
体
の
相
」
と
読
む
が
、

い
ま
は
ひ
と
ま
ず

r
義
記
』
に
従
っ
て
お
く
。
竹
村
前
掲
書
、

9-＝
ニ
ー
ニ
ニ
ニ

頁
参
照
。

(

1

5

)

体
用
概
念
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
島
田
虔
次
「
体
用
の
歴
史
に
寄
せ
て
」

r塚

本
博
士
頌
寿
記
念
仏
教
史
学
論
集
』
所
収
、
同
記
念
会
編
輯
、
一
九
六
一
年
）
が

す
ぐ
れ
た
洞
察
を
含
む
。
ま
た
同
氏

r
朱
子
学
と
陽
朋
学
』
（
岩
波
新
書
、
一
九

六
七
年
）
三
ー
七
頁
。
こ
れ
以
後
の
研
究
と
し
て
は
、
平
井
俊
栄
「
中
国
仏
教
と

体
用
思
想
」
（
『
理
想
』
一
九
七
九
年
二
月
号
）
、
柏
木
前
掲
書
、
四
七
九
—
四
八

七
頁
、
竹
村
前
掲
書
、
一
―

-
I
―
―
七
頁
な
ど
。

(
1
6
)

島
田
前
掲
書
参
照
。

．

(
1
7
)

天
地
与
我
並
生
、
而
万
物
与
我
為
一
。
既
已
為
一
突
、
且
得
有
言
乎
。
既
已
謂

之
一
突
、
且
得
無
言
乎
。
一
与
言
為
二
、
二
与
一
為
三
、
自
此
以
往
、
巧
歴
不
能

得
（
『
荘
子
』
斉
物
論
篇
）
。

(
1
8
)

竹
村
前
掲
書
、
一
―
―
|
-
―
三
頁
。
柏
木
前
掲
書
、
四
八
五
ー
四
八
六
頁
。

(
1
9
)

以
下
に
引
く
威
玄
静
の
発
言
に
つ
い
て
は
、
麦
谷
邦
夫
「
南
北
朝
隋
唐
初
道
教

教
義
学
管
窺
」
（
『
日
本
学
者
論
中
国
哲
学
史
』
所
収
、
北
京
・
中
華
書
局
、
一
九

八
六
年
）
、
お
よ
び
同
氏
「
道
と
気
と
神
ー
道
教
教
理
に
お
け
る
意
義
を
め
ぐ
っ

て
ー
」
（
『
人
文
学
報
』
第
六
一
一
一
号
、
一
九
八
九
年
）
に
教
え
ら
れ
た
。

(
2
0
)

視
之
不
見
、
名
曰
夷
。
聴
之
不
聞
、
名
日
希
。
撼
之
不
得
、
名
日
微
。
此
一
―
―

者
、
不
可
致
詰
。
故
混
而
為
一
（
『
老
子
』
第
十
四
章
）
。

(
2
1
)

『道
教
義
枢
』
に
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
精
神
気
三
、
混
而
為
一
。
精
者
、
虚

妙
智
照
為
功
。
神
者
、
無
方
絶
累
為
用
。
気
者
、
方
所
形
相
之
法
也
。
亦
日
夷
希

微
。
夷
平
、
希
遠
、

微
細
也
。
夷
即
是
精
。
以
精
智
円
照
、
平
等
無
偏
。
希
即
是

神
。
以
神
用
不
窮
、
遠
通
無
極
。
微
即
是
気
。
以
気
於
妙
本
、
義
有
非
鹿
」
（
巻

五
、
三
一
義
、
縮
刷
版
道
蔵
第
四
一
冊
、
台
湾
・
芸
文
印
書
館
）
。
ま
た
「
蹟
之

三
身
、
有
其
別
体
。
本
之
三
称
、
体
一
義
殊
。
以
其
精
智
淳
常
日
真
身
、
〔
神
〕

七
四

一
九
八
六
年
）



浄
虚
通
日
道
〔
身
〕
、
気
象
酬
徳
、
是
日
報
身
。
就
気
精
神
、
乃
成
三
義
、
不
可

窮
詰
、
惟
是
一
源
」
（
巻
一
、
法
身
義
）
。

(
2
2
)

砂
山
稔
『
隋
唐
道
教
思
想
史
研
究
』
（
平
河
出
版
社
、
一
九
九

0
年
）
第
一
章

に
若
干
の
考
察
が
あ
る
。

(

2

3

)

陳
寅
格
「
梁
訳
大
乗
起
信
論
偽
智
懐
序
中
之
真
史
料
」
（
『
金
明
館
叢
稿
二
篇
』

所
収
、
陳
寅
格
文
集
之
三
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八

0
年）。

(

2

4

)

鎌
田
茂
雄
『
中
国
仏
教
史
』
第
四
巻
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九

0
年
）
第

二
章
第
三
節
参
照
。

(

2

5

)

興
膳
宏
「
文
心
離
龍
と
出
三
蔵
記
集
ー
そ
の
秘
め
ら
れ
た
交
渉
を
め
ぐ
っ

て
ー
」
（
福
永
光
司
編
『
中
国
中
世
の
宗
教
と
文
化
』
所
収
、
京
都
大
学
人
文
科

学
研
究
所
、
一
九
八
二
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

(
2
6
)

一
句
の
中
で
対
偶
を
用
い
る
の
が
当
句
対
、
一
句
ず
つ
対
偶
に
す
る
の
が
双
句

対
、
二
句
ま
た
は
そ
れ
以
上
で
対
偶
を
作
る
の
が
隔
句
対
。

(

2

7

)

な
お
、
こ
の
句
は
「
真
如
」
を
真
と
如
に
分
け
て
説
明
す
る
と
い
う
点
で
非
イ

ソ
ド
的
と
さ
れ
、
『
起
信
論
』
中
国
撰
述
説
の
有
力
な
根
拠
に
挙
げ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
る
が
、
『
成
唯
識
論
』
に
も
同
様
の
説
明
方
式
が
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り
注
意

さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
巻
九
に
い
う
、

真
謂
真
実
、
顕
非
虚
妄
。
如
謂
如
常
、
表
無
変
易
（
大
正
三
一
•
四
八
頁
上
）
。

真
と
は
真
実
を
謂
い
、
虚
妄
に
非
ざ
る
を
顕
わ
す
。
如
と
は
如
常
を
謂
い
、
変

易
無
き
を
表
わ
す
。

(
2
8
)

受
は
授
の
意
で
あ
ろ
う
。
従
来
こ
れ
を
「
：
：
．．． 

を
し
て
（
生
減
の
苦
を
）
受
け

し
む
」
と
読
む
の
は
お
か
し
い
。

(
2
9
)

薫
習
義
者
、
如
世
衣
服
、
非
臭
非
香
、
随
以
物
窯
、
則
有
彼
気
（
大
正
五
八
六

頁
中
、
柏
木
三

0
二
頁
）
。

(
3
0
)

高
崎
前
掲
論
文
参
照
。

(
3
1
)こ
の
よ
う
な
「
謂
•
…
・
・
故
」
の
構
文
は
『
成
唯
識
論
』
に
も
見
出
さ
れ
る
。
注

(

8

)

所
引
の
は
じ
め
の
文
を
見
ら
れ
た
い
。

(
3
2
)

丘
山
新
「
漢
訳
仏
典
に
及
ぽ
し
た
中
国
思
想
の
影
響
ー
古
訳
時
代
の
文
体

『
大
乗
起
信
論
』
の
概
念
と
修
辞
と
撰
者

七
五

論
ー
」
（
『
仏
教
思
想
史
』
二
、
平
楽
寺
書
店
、
一
九
八

0
年
）
、
ま
た
同
氏
「
漢

訳
仏
典
論
」
（
『
岩
波
講
座
・
東
洋
思
想
』
第
一
＿
一
冊
「
東
ア
ジ
ア
の
仏
教
」
所

収
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
）
。

(
3
3
)

胡
適
『
白
話
文
学
史
』
（
上
海
・
新
月
書
店
、
一
九
二
八
年
）
―

IOI
―-ーニ

0

四
頁
。

(
3
4
)

高
崎
直
道
「
真
諦
三
蔵
の
訳
経
」
（
『
森
三
樹
三
郎
博
士
頌
寿
記
念
東
洋
学
論

集
』
所
収
、
朋
友
書
店
、
一
九
七
九
年
）
。

(
3
5
)

注
(

1

)

所
掲
高
崎
論
文
、
竹
村
前
掲
書
。
ま
た
望
月
信
亨
『
大
乗
起
信
論
之

研
究
』
（
金
尾
文
淵
堂
、
一
九
三
二
年
）
五
六
頁
、
一
七

O
|
―
七
二
頁
、
鎌
田

前
掲
書
な
ど
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
一
九
九
一
年
十
二
月
六
日
、
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
神
秘
主
義

研
究
班
で
お
こ
な
っ
た
発
表
内
容
を
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
真
諦
訳

『
大
乗
起
信
論
』
一
字
索
引
の
フ
ロ
ッ
。
ヒ
ー
を
駒
沢
短
期
大
学
の
石
井
公
成
教
授

か
ら
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。

:
灼
3
辺




